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Abstract
　This paper deals with biostratigraphica】and ecological studies concerning to the pterotrigonian
bivalves from the Cretaceous of Japan.　The presamable evolutional system of the trigonians is
tentatively illustrated with an attempt to explain the morphological changes into three subgenera,
i，ｅ。Ｖｉｅｒolｒｉｇｏｎｉａ(S.S.),tＳｃａｂｒolｒｉｇｏｎｉａ　ａndＰtilotｒｉｇｏｎｉａ,belonging to the genus Ｐtｅｒｏtｒｉｅｏｎｉａ｡
　The eldest species o?　Ｐtｅｒｏtｎ･ｇｏｎｉａ(s. s.), p. (s. S.）ｐｏｃｉｌｌｉｆｏｒｍｈ（ＹＯＫＯＹＡＭＡ），ｉＳ known
from the Upper Hauterivian of South-west Japan. p. (s. s.)feofttjtｅｎｓiｓ Tamura, is a latest
species of Pier。trig。nia (s. s.), occurs from the Middle Turonian of Kyushu and Shikoku. Although
?＆功ｒ。trig。,z込appears in first from the Lower Aptian in Shikoku as j）｡（?S.）ｍｏｒｉａｎａ(Yehara),
it is vanished in the Middle Cenomanian. The latest species ｏド!Ｓｃａｂｒｏtｒtｇｏｎｉａ ａｒｅ tｅｐｉｅsｅnted
by j）｡（?S.）ｍｏｎｏｈｅａｎａTashiro et KOZAl, and Ｒ（?Ｓ,）feobaｙａｓhiｔ（ＮＡＫＡＮＯ）.　Almost
species of Ptilolrigonia are widely flourished in the Lower Cenomanian. Eldest species, i. e., P.
（Ｒ･!7.)ｏｇａｉｖａｉ(Yheara), however, appears from the Upper Albian. While the latest species,
i. e., P. (Ｐtl･Z.）紅即ensis (TAMURA et Tashiro), occurs from the Middle Cenomanian｡
　The species of Ｐtｅｒoiｒｉｇｏｎｉａ（s. s.) and ■ＪＳｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａｇｅnerally occur from the nearshore or
subtidal condition in the Eary Cretaceous, such as Ｒ (s. s.)pocillifoｒｍｈ and Ｐ，（?S.）ｍｎｒｉａｎａ.
But they appear from the pure marine or neritic condition in the Middle Cretaceous, except for ａ
few species, i. ｅ･，ﾉ）｡(s. s.)ｓ,akakｕｒai（ＹＥＨＡＲＡ）ａｎｄ ？｡ （?S.）ｙｅｈａｒai(Nakano et NUMA-
ＮＯ）．Plilolｒiｓｏｎｉａ ｉｓ usually found from the nearshore condition in the Upper Albian and lower
Cenomanian. Some of them are, however, flourshed in the subtidal or sometimes brackish condition
in the upper Lower Cenomanian and Middle Cenomanian in the instance for Ｒ （Plil，）ｈｉｇｏｅｎｓtｓ
and Ｐ. （Ｐ?｡）ｍａｓhifeensiｓ（ＴＡＭＵＲＡ et ＴＡＳＨＩＲＯ）・
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　プテロトリゴニデと呼ばれる三角貝は，本邦の白亜系を特徴づける重要な二枚貝化石の１つであ
る. 1891年，横山又次郎博士により高知県領石地域から記載されたＴ７･ｉｇｏｎｉａ　bocillifoｒmiｓYOKO-
ＹＡＭＡ(1'891)1)を始めとし，この種の三角貝は，その後多くの研究者により記載されてきた．そ
＊　1982年６月，日本古生物学会第129回例会（北海道大学）にて講演
＊＊高知大学理学部地学教室
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れらは合計25種に及んでおり，前期白亜紀(Hauterivian)から中期白亜紀(Turonian)に栄え，
特に中期白亜紀前半(Cenomanian)では，その全盛を極めている．最近，本邦における生層位学
的研究，特に前・中期白亜紀の頭足類・イノセラムスを基にした層序区分は非常に正確なものにな
りつつある（例えば, MATSUMOTO ed. 1976" ;松本・他19823））.従って本邦産のプテロトリゴ
ニアの各種の産出層序についても正確に言及することか出来るようになった．また，一般に，アン
モナイトやイノセラムスに富む岩相には，プテロトリゴニア類の産出は少ないので，これら三角貝
の生層位をより明確にすることによって，さらに詳細な層序区分の達成か期待されるはずである．
　また，これまでのプテロトリゴニアの記載は，個々の種の産出する岩相について不明確である事
が多かったので，同一地層，あるいは層群中に，幾種もの同属三角貝が産出している事になり，三
角貝の分類学的立場より，その分類の是非についての議論もみられた（例えばHayami, 1975*';
田村，19785列岩崎・坂本，19816））.
　筆者らは，四国の白亜系三角貝の産出層序および，それらを含む岩相を基に，九州，北海道の白
亜系の現地調査を実施した．また，東北地方の白亜系については，東北大標本，松本達也氏採集標
本，赤石山地については，北村信氏採集標本，紀州については，平田化石館所蔵標本，宮本淳一氏
採集標本などを検討した．山中・銚子・久茲沖の標本については，松川(1976'^'), HAYAMI and
OJI（19808）），ＨＡＹＡＭｌand Kase （19819））の図版，および記載に従った.
　本論文では，これらの本邦産プテロトリゴニア類各種の産出層序とその岩相について詳細に記述
し，その観察を基に推定されるプテロトリゴニア類の生息環境・系統進化・生存期間について言及
した．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．謝　　　辞
　本研究を進めるにあたり，九州大学名誉教授の松本達郎博士には，北海道地域の三角貝産地に関
する助言と本研究に対する激励を賜った．熊本大学教授の田村実博士には，熊大所蔵の三角貝標本
の閲覧と，宮ノ原層産標本の提供ならびに貴重なる御助言を頂いた．東京大学の速水格博士には，
懇切なる御助言を頂いた．東北大学の小笠原憲四郎博士には，東北大学所蔵標本の閲覧の機会を与
えて頂いた．また，明星高校の北村信教諭には赤石山地の水窪層の標本を，熊本市の松本達也氏に
は，宮古層群産の標本を，大阪の宮本淳一氏には，紀州有田川地域の標本を拝見させて頂いた．ま
た，高知大学教授の甲藤次郎博士には，高知県下部白亜系三角貝の多数の標本を拝見させて頂き，
高知県五台山の平田化石館標本の閲覧のための労をお取り頂いた．また当化石館の職員の方々にも
色々と御世話になった．高知大学学生川路康弘君には，徳島県白亜系三角貝標本の採集に協力して
頂いた．　これらの方々に厚く謝意を表します．
　　　　　　　　　　　　　　　３．本邦産プテロトリゴニア類
　最近筆者らは，本邦産のプテロトリゴにア類を再検討し，次の如く１属・３亜属・25種に分類し
た(ＴＡＳＨＩＲＯand MATSUDA, 1983 m. S.lo))＊
Pterotrigonia亜科(Pterotrigoniinae)
Ｐtｅｒｏtｒt・ｊｎｉａ属
Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏれia亜属
* 1981年10月日本古生物学会広島例会，および1982年6,月同学会北海道例会に於いて講演，なお，その記載
　論文は英文にて印刷中である●　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　，
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Ptｅｒｏtｒtｇｏｎｉａ（!-"leｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）pocilli･foｒmils（ＹＯＫＯＹＡＭＡ）
Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ（7:）たΓotrigり?α）ｈｏＴｉｋａｉｄｏａｎａ（ＹＥＨＡＲＡ）
Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ（Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）ｙｏｈｏｙａｍａｉ（ＹＥＨＡＲＡ）
Ｐｉｅｒoiｒｉｇｏｎｉａ（Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）２＆{.　ｙｏｈｏｙａｍａｉ（ＹＥＨＡＲＡ）
ＰたΓθZｒなりnia (.Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）ｄ Ｑ.tｅｍｎ.’ia'｝ｎ％Lnei(Yehara)
Ｐtｅｒoiｒｉｇｏｎｉａ（Ｆtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）ｓakakｕｒai（ＹＥＨＡＲＡ）
Ｆtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ(Pterotrなり?α）feofｔtjienｓis Tamura
IＳｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ亜属
　Ｐtｅｒｏtｒtｇｏｎtａ（?Ｓｃａｈｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）匹ｓtｕloｓａ（ＮＡＧＡＯ）
　Ｔ’tｅｒｏtｒｉｅｏｎｉａ（?５ｃａｂＴＯtｒｉｇｏｎｉａ）ｌｏｎｇｉｌｏｖａ(JiMBO)
　Ｐtｅｒｏtｒtｇｏｎｉａ（ＩＳｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）ｍｏれｏｈｅａｎａTashiroet KOZAI
　Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ（?Ｓｃａｂｒｏtｒｉｅｏｎｉａ）ｍｏｒｉａｎａ（ＹＥＨＡＲＡ）
　Ｐtｅｒｏtｒtｇｏｎｉａ（?Ｓｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ)sp.
　Pterotバ即?α（?Ｓｃａｈｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）obｓｏｌｅtａ（ＮＡＫＡＮｏ）
　Ｐｌｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ（?Ｓｃａｂｒｏtｒtｇｏｎｉａ）ｉｍａｎｉｓhii（ＮＡＫＡＮＯ）
　Ｆtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ（?Ｓｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）feobaSiaｓhit（ＮＡＫＡＮＯ）
　Pter。trigonia (?Ｓｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）ｙｅｈａｒai･Nakano et NUMANO
　”Ｓｃａｂｒｏtｒｉｇｏれiaｓｐ.”by Nakano (1957)
Ptitｏtｒｔｇｏｎｉａ亜属
　Pterotrなり72z‘α（Ｐ tilotｒｉｆｆｏｎｉａ）ｄｉｌａｐｉａ（ＹＥＨＡＲＡ）
　Pterotrなりnia (Ptilりtrigonia')ｏｇａｘＤａt（ＹＥＨＡＲＡ）
　Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ(Pti°lotrigひ?α）hｒｅｖicｕla（ＹＥＨＡＲＡ）
　Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ（Ｐtilotｒｉｇｏｎｉａ)mifunensis (TAMURA et ＴＡＳＨＩＲＯ）
　Ｐtｅｒｏtｒtｇｏれia（Ｐtilotｒｉｇｏｎｉａ）ＴＴｉａｓKifefｔｎｓiｓ(Tamura et ＴＡＳＨＩＲＯ）
　ＰｚどΓotrigonia (Ptilc zｒz‘ｇり,2z‘ｊ）ｈｉｇｏｅｎｓtｓ（ＴＡＭＵＲＡet ＴＡＳＨＩＲＯ）
　７）たｒＱ加即?α（!＾iilotｒｉｇｏｈｉａ）tａｍｕｒａｉTashiro et Matsuda
　Pterotrなりnia (Ｐtilotｒｉｇｏｎｉａ）ｕｓｕieれＳＩＳTashiro et Matsuda
　Pterotrなりnia (JPtilotrなり?α）ａｍａｋｕｓｅれＳ{Ｓ tashiro et Matsuda
　Pterotri‘ｇりnia (Ｐtilotｒｉｇｏｎｉａ) miyαnohar？nsis Tashiro et Matsuda
　これらの三角貝は，いずれもこれまでに，ＰtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａCs. s.),Ａｃａｎthotｒｉｇｏｎｉａ，Ｓｃａｈｒolｒi，
ｇｏｎｉａのいずれかに分類されていたものに新らしく新種とした几心?即?αの４種を加えたもの
である．なお，本論文では，これらの三角貝を更に細かく観察し，同一種内における変異と，その
層位関係についても言及している．たとえばＰtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａQPterotri即?α）ｂｏｃｉｌｌｉｆｏｒｍｉｉ（ＹＯＫＯ-
ＹＡＭＡ）をＡ，Ｂの２型に, Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ（?Ｓｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）ｂｕｓtｕloｓａ（ＮＡＧＡＯ）をＡ，Ｂの
２型に，また，j）tｅｒｏtｒｉｓｏｎｉａ(Ptitot哨sonia^mifｕｎｅｎｓiｓ（ＴＡＭＵＲＡ et ＴＡＳＨＩＲＯ）についても
産出地域の層序によって, ogawai型・宮ノ原型・御船型があることなどである.
　個々の種の詳細や分類基準の変更などについては，記載（別論文）にゆずり，特に留意すべき種
の特徴などについては本文中で，そのつど記述する．また，これらの三角貝の産地，その産出層序
や系統的考察については，第４章以降に順を追って詳細に述べる．
28
２１
１６
／／
９
-一
皿
５
?
２６
高知大学学術研究報告　第3t巻　自然科学
　　　　　　　　一一-
皿 ・ ”
１３
１０
２０
２５
２７
２
１７
６
ｉ４
３
１１
１８
２２
2'3
２８
７
８
１２
４
１５
１９
２４
２９
29
　　　　　　　　　　　　　　　　４．各,地の産状　　　　　　　　”
　ここでは，筆者らの採集による西南日本各地（一部北海道を含む）の三角貝について述べる．直
接採集できなかった地域や，未採集の地域については，これまでの文献や，御提供頂いた標本をも
とに整理した．
　Ａ．四　国
　物部地域：本地域の白亜系は，下位より，領石眉・物部層・柚ノ本層・上非生層（日比原層）・
〔荻野層〕・吹越層・永瀬層・格佐古層と分布している（田代・他, 1980 a｀11），b12列田代・松田・
他, 1982")).本地域から得られる三角貝は，次の通りである．
　物部層
　　Ｐtｅｒolｒtｌｇｏｎｉａ（Ｐtｅｒｏtｒｉｍｎｉａ）pocillifoｒｍｈ（ＹＯＫＯＹＡＭＡ）（ぺ）　　　　　　　ノ
　　Nippoれitｒｉｍｎｉａ %ａｋａｍｏtｏｅｎｓiｓ（ＹＥＨＡＲＡ）
　日比原層
　　Ｐtｅｒｏtｒtｇｏｎtａ（Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）ｈｏｃｉｌｌｉｆｏｒｍｈ（ＹＯＫＯＹＡＭＡ）（Ｂ）
　　Nit>!＞ｏｎｉtｒｉｇｏｎｉａｓａｋａ-ｍｏtｏｅｎｓiｓ（ＹＥＨＡＲＡ）
　　l＾ｉｂｂｏｎｉtｒｉｇｏｎｉａ　ｃｏれＩＪｅ工■aKOBAYASHI
図一１：本論文で取り扱っているプテロトリゴニア類の各種の図・
　　1) ptｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ（7）tｅｒｏtｒｉｇｏｎｔ･α）pocilliかｒｊｎｉｓ（ＹＯＫＯＹＡＭＡ）Ａtype
　　2）Ｐtｅｒoiｒｉｇｏｎｉａ（Ｐｌｅｒolｒｉｇｏｎｉａ）pocilliかｒmiｓ（ＹＯＫＯＹＡＭＡ）Ｂ type
　　３）Ｐtｅｒoiｒｉｇｏｎｉａ，（Ｐtｅｒｏtｒｔｇｏｎｔａ）ｈｏｋｋａｉｄｏａｎａ（ＹＥＨＡＲＡ）
　　・４）Ｐｉｅｒolｒｉｇｏｎｉａ（Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）ｙｏｋｏｙａｍａｉ（ＹＥＨＡＲＡ）
　　６）Ｐｌｅｒolｒｉｇｏｎｉａ（Ｐtｅｒｏtｒtｇｏｎｉａ)aff. yokりamai (YEHARA)
　　7) PteΓotrigonia (_.Ｐleｒolｒｉｇｏｎｉａ）ｄａｉｅｍａｓａｍｕｎｅｉ（ＹＥＨＡＲＡ）
　　８）Ｐｉｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ（Ｐtｅｒoiｒｉｇｏｎｉａ）ｋｏｆｕｎ･ｅｎstsTamura
　　９）Ｐtｅｒｏtｒiｓｏれ伍（‘tＳｃａｈｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）ｐｕilｕloｓａ（ＮＡＧＡＯ）Ａtype
　　10）Ｐｌｅｒｏtｒｉｇｏｎtａ（ＴＳｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）fiiｓtttloｓａ（ＮＡＧＡＯ）Ｂtype
　　11) fﾆ）なｒびパ即?α（?Ｓｃａｂｒolｒｉｇｏｎｉａ)moれｏｈｅ.ａｎａTashiro et KOZAI
　　１２）Ｐtｕｒniｒi･ｇｏｎtａ（１５ｃａｈｒolｒｉｇｏｎｉａ）1匹giloで<a(JIMBO)
　　13）Ｐｌｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ（ＩＳｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）ｉｍａｎｉ＾hii（ＮＡＫＡＮＯ）
　　１４）Ｐtｅｒｏtｒtｇｏｎtａ（ＩＳｃａｈｒoiｒｉｇｏｎｉａ）obｓｏｌｅｉａ（ＮＡＫＡＮＯ）
　　１５）Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ（‘!ＳｃａｂＴｏｉｒｉｇｏｎｉａ）kobaｙａｓhilz‘（ＮＡＫＡＮＯ）
　　16) P£ｅｒolｒｉｇｏｎｉａ（!Ｓｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）ｎ.Sp･
　　17）Ｐtｅｒｏtｒｔｇｏｎｉａ（ＩＳｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）ηｍｒｉａｎｆｉ（ＹＥＨＡＲＡ）
　　１８）Ｐtｅｒｏtｒｔｇｏｎｔａ（?Ｓｃａｂｒolｒｉｇｏｎｉａ）ｙｅｈａｒａｉNakanoet NUMANO
　　19) Ptｅｒolｒｉｇｏｎｉａ（Plilolｒｉｇｏｎｉａ）ｏｇａ-ｗａｔ（ＹＥＨＡＲＡ）　　　　　　　　，
　　20) Ptｅｒolｒｉｇｏれia（Plilo£ｒｉｇｏｎｉａ）dilaかｓａ（ＹＥＨＡＲＡ）
　　２１）ＰｉｅｒｏtＴｉｇｏれia（Pll･lotｒｉｇｏｎｉａ）hｒｅｖicｕla（ＹＥＨＡＲＡ）
　　22) Pleｒoiｒｉｇｏｎｉａ（Pliloiｒｉｇｏｎｉａ）ｍリａｎｏｈａｒｅｎｓiｓTashiroet MATSUDA
　　２３）Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ(Pti･lotｒｉｇｏｎｉａ）？ｎａｓhifecnｓiｓ（ＴＡＭＵＲＡet ＴＡＳＨＩＲＯ）
　　２４）Ｐｌａｒｏtｒiigonia (.Ｐtiloiｒｉｇｏｎｉａ）ａｍfeｕsｅｎsiｓTashiro et Matsuda
　　２５）Ｐｌｅｒｏtｒtｇｏｎｉａ（Ｆtiloiｒｉｇｏｎｉａ）t£SUllensisTashiro et Matsuda
　　２６）Ｐ leｒoiｒｉｇｏｎｉａ（Piilolｒｉｇｏｎｉａ)niifuれｅれｓiｓ（ＴＡＭＵＲＡ et Tashiro) miyanohara type
　　27）Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ（Ｐtilolｒｉｇｏｎｉａ）ｍｉｆｕｎｅｎｓｈ（ＴＡＳＨＩＲｏet Tashiko) mifune type
　　28）Ｐtｅｒｏtｒtｇｏれia（Ｐtilolｒｉｇｏｎｉａ）tａｒｍ↓ｒａ.１Tashiro et Matsuda
　　29) P£ｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ（Piiloiｒi･ｇｏｎｉａ）ｈｉｇｏｅれｓiｓ（ＴＡＭＵＲＡet ＴＡＳＨＩＲＯ）
　　　　これらの他に，本文中に出てくるものとして, p. (Ptil.-)ｍtfｕｎｅｎｓiｓのogawai型が
　　　　ある・以後，図中に示してある三角貝の絵は，すべて本図に従う・
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　　　　図一２：プテロトリゴニア類の各産地･番号が丸で囲まれているもめは，拝見させて頂だいた標
　　　　　　　　本の産地や，これまでの文献による産地を示す･　　　　　　　。　’
　　　　　　　　１：物部地域，２：佐川地域，３：徳島・羽ノ浦地域，４：大分地域，５：八代地域，
　　　　　　　　６：御船地域，７：天草地域，８：三笠地域，９：浦河地域。10 : 宮古地域，11:山中
　　　　　　　　地域，12 : 赤石地域，13:有田地域，14:三甑地域，15:銚子地域，16 : 大島地域，17
　　　　　　　　:久茲沖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”｀　　●　’
　荻野層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペー∧
　　Pterotrigり?α（?Ｓｃａｂｒｏtｒｉｇｏ？ｘtａ)me ｒz‘α72α(YEHARA)　　犬
　吹越層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　j
　　Pterotrigonia (tＳｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ)imaれiｓhit(Nakaiヽ4（j）ン
　　Pterotrie。?α（ＩＳｃａｂＴＯtｒｉｇｏｎｉａ)moれｏｈｅａｎａTashiro et KOZAI
　　Pterotri即?α（Plilotｒｉｇｏｎtａ）ｍａｓhｔfeenｓiｓ(Tamuraet ＴＡＳｍＲＯ）
　永瀬層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トく∧　丿∧
　　Ｐtｅｒolｒｉｇｏｎｉａ（‘!Ｓｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）ｂｕstｕtｏｓａ（ＮＡＧＡＯ）（Ｂ）・
　　Ｐtｅｒｏtｒtｇｏｎｉａ（‘!Ｓｃａｈｒｏtｒiｓｏｎｉａ）ｍｏｎｏｈｅａｎａTASHtROet KOZAI
　　Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ（PliJotｒtｇｏｎｉａ)cf. bre･ｖicｕla(Yehara)
　　7）たｒａ?即nia (Ptilo?即?α）ｍａshifeenｓis（ＴＡＭＵＲＡet TASH阻Ｏ）
　　Ｐtｅｒｏtｒtｇｏｎｉａ（/々而?即?α）ci.　hxｇｏｅｉｉｓiｓ(Tamuraet Tashir〇）
　楷佐古層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　Pteroirigonia (Pなり1元即nia') koかjienｓiｓTamura　　　　，
　　Ａｂｉｏtｒｉｇｏｎｉａ（Ａｂｉｏ£ｒｉｇｏｎｉａ）ｕｎｄｕloｓａNakano　，　　　’
　物部層の中粒砂岩(Barremian:田代・他,1980 a ">)と日比原層の中～粗粒砂岩(Lower Apti-
ａｎ:田代・他1980 a 11））からＰたｒO友即nia (s. S. ) pocil町bｒｍtｓか産するか，物部層のp. (s.
S.）pocilliかｒmiｓは殼表の肋が直線的で, areaは狭く，一般に横原であるか，一方，日比原層の
ろ1
ものは，腰高で，殼表の肋は放射状に斜めに上がり，殼頂付近のareaの肋もいくぶん斜めに上か
って, Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎtａ(s. s.)ｈｏｆｅｆｅａｉｄｏａｎａに似ている．両者の差は，亜種として分けるほどのも
のではないので，ここでは物部層のものをＡタイプ，日比原層のものをＢタイプとして区別した･
また，日比原層下部と同じLower Aptian の荻野層からは, p. (s. s.)♪０?lifoｒｍｈは出ず，
Pterotrigonia (?Ｓｃａｈｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）刀loｒｉａｎａが産する．この瓦（?S.）ｍｏｒｉａｎａは，高知市内に点
存する“荻野層”ならびに佐川地域の文城層（荻野相当層）からも産する．
　吹越層(lower Lower Cenomanian ； Tashiro and Matsuda, 198210））からは，上部の頁
岩から，Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ（ＩＳｉｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）ｍｏｎｏｈｅａｎａ　とまれにPterotri即?α（ＰtiIotｒｉｇＯ７１１ａ）
ｍａshifeenstsが産し，わずか15m上位のシルト岩からはＦtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ（IScabｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）tｍａｎt-
ｓkiｔが産する．永瀬層の最下部の磯岩(Lower Cenomanian : 田代･他，1980b12））には，Ｐtｅｒｏtｒi一
ｇｏｎｉａ(Ptilotri即nza) cf iｒｅｖｉｃｉｄａがふくまれており，そのやや上位の中粒砂岩(Lower Ceno-
manian:田代･他，1980a11））からは，アンモナイト（ＭａｎtｅＵｉｃｅｒａｓ spp.)と一緒に，Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏ-
?α（"ＪＳｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）ｂｕ％tｕlo％ａか産する．このＰ.（?S.）ｂｕstｕloｓａは，本化石の模式地である
御所浦層群のものに比べ, areaが細く突き出しており, areaにある頴粒状装飾の数は少なく，ま
た，殻表の肋の数が多く，肋と肋の開か詰まっているので，御所浦層群のものはＡタイプ，永瀬層
のものをＢタイプとして区別した．
　永瀬層中部(Middle Cenomanian : 田代・他，1980b12））の細粒砂岩からは, p. c?Ｓ．）ｍｏｎｏｈｅ-
ａｎａが産し，粗粒砂岩からは，Ｐtｅｒｏtｒtｇｏｎｉａ（アttJotｒｉｇｏｎｉａ）ci. ｈtｇｏｅｎｓiｓとＦ．（Ｐtil.）ｗiaｓhi一
keれsiｓが産する．熊本県の御船層群下部では, p. (F?.）ｍａshikeれsisと？.（Ｐtil，）ｈｉｇｏｅｎｓiｓが
一緒に産することはまれであるが，永瀬では一緒に産する．しかし，ここでは同時に産する他の化
石を見てみると，Ｗｒぷ臨αなど汽水生のものも含まれており，汽水相，浅海相が流れ込んで交
りあった可能性が強い．また，御船層群や永瀬層中部のp. (Ptil.')■ｍａshifeeれsisは，粗粒砂岩か
ら産するが，吹越層では，頁岩から産出しており，ここでは他の二枚貝化石から見ると，Ｎｕｃｕla，
Ａｃｉｌａ，ＰａＴｖａｍｕｉｎｕｍ， Ｎｉｐｂｏｎｏｎｅｃtｅｉなど，公海生のものから, Anomia, Ostreaなど，浅海生
のもの，まれには，Ｅｏｍtｏｄｏｎ，Ｍａtｓｕｍｏtｏａなどの汽水生のものも含まれており，また，含化石
層は，小さな円篠を多量に含んでおり，スランプ堆積物であると思われる．
　また，楷佐古層中部から今回，一個体のみであるが，Ａｐｉｏｉｒｉｇｏｎｉａ　と同時にPterotri即nia (s.
s.）ci. 　kofｕｎｅ?iｓiｓを採集した．　これは腰高で, areaは挾まく，殼表の助には非常に突き出した
頴粒状の装飾かおるなど，大分の霊山層から報告されたPterotrigonia (s. s. )feofｕjienｓtｓ TA-
ＭＵＲＡ（1978）１４）に同定できる．また，永瀬層中部の化石産地は, Middle Turonian であり(Ｉｎｏ-
ｃｅ７･ａｍｕ%hobetsｅｎｓisZone:田代・他，1980b12））霊山層と時代的にもよく一致している.
　佐川地域：本地域では，下位から，介石山層（黒原層）〔文城層〕・四ツ白層・宮ノ原層となっ
ている．各層からの三角貝は次の通りである，
介石山層（介石山付近の介石山層はのぞく）
　Pter。?即?α(Pier・?g。?α）ｂｏｃｉｌｌｉｆｏｒmiｓ（ＹＯＫＯＹＡＭＡ）㈲
黒原層
　Pterolri即nia (Pteroぴigonia')bocillifoi･miｓ（ＹＯＫＯＹＡＭＡ）（Ｂ）
　l＾ibponitｒｉｇｏｎｉａ ｓａｆｅａｍｏｌｏｅｎｓiｓ（ＹＥＨＡＲＡ）
　l＾ｉｂｂｏｎｉｉｒｉｇｏｎｉａｃｏｎｖｅエ■.aKOBAYASHI
文城層
　Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ（‘!Ｓｃａｂｒｏtｒtｆｆｏｎｉａ）■ｍｏｒｉａｎａ（ＹＥＨＡＲＡ）
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図一３：物部川地域，吹越層，永瀬層，猪佐古層下部の柱状図と三角貝の産出層序とそれに伴う
　　　　化石のリスト●　　　　　　　　　　　　　　‥　　＼
　　　　１：頁岩，２：シルト岩，３：砂・泥互層，（:極細粒～中粒砂岩，５：粗粒～極粗粒
　　　　砂岩，６：斜交葉理の発達する砂岩，７：篠岩，８：凝灰岩，９：赤色泥岩･
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　Ｃ!　　　７　ｉ
ろろ
　　Ｐｉｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ（ＩＳｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ) sp.
　宮ノ原層
　　Ｆtｅｒoiｒｉｇｏｎｉａ（Pltlotｒｉｇｏｎｉａ) aff. ogazむai (YEHARA)
　　Ｐtｅｒｏtバｇｏｎｉａ(Ptilotrigり?α）ｍｉｆｕｎｅれｓis（ＴＡＭＵＲＡ et ＴＡＳＨＩＲＯ）
　　Pterotrigonia (Ｐtilotｒｉｇｏｎｉａ）miｙａｎｏ}iaｒｅｎｓiｓTashiro et Matsuda
　Ｐtｅｒolｒｉｇｏｎｉａ（Ｐtilotｒｉｇｏｎｔａ）ｎ.ｍａ.h.ｉＬ＾ｅれS{Ｓ Tashiro et Matsuda
　　Pterotri‘即?α（ＩＳｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）ｂｕslｕlosａ（ＮＡＧＡＯ）（Ｂ）
　物部地域の日比原層と対比される加茂地域の介石山層（甲藤・田代,198215））の中粒砂岩からは，
Ｂタイプのp. (s. s.)ｐｏｃｉｌｌｉｆｏｒｍｈが産し，ほぼ同時代の文城層（甲藤・田代198215））からは
Ｆ.（?S.）刀loｒiaれａと瓦（?S.) sp.が産する．
　宮ノ原層(Lower Cenomanian)の中粒砂岩層からは，ＢタイプのＰ.（?Ｓ.）ｐｕ％tｕloｓａ，Ｐtｅｒｏ-
Iｒtｇｏｎｉａ（I!-･tilotｒｉｇｏｎｉａ）ａｍａｋｕｓeniiｓ，Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ（Ｐtilotｒi ｇｏｎｉａ）ｍｉｆｕｎｅｎ%i%，Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎtａ
(Ptilotrigonia) miyamohaΓａ?sが産する．瓦（?Sに）ｂＭＳtｕloｓａや瓦（Fill.）ａｍａｋｕｓｅｎｓi％は熊
本県の御所浦層群にも産するが，宮ノ原層のＰ.べ?S.）ｂｕｓtｗloｓａはＢタイプで，永瀬層のものと
同じであり，また，御所浦層群で多産するＦ．（ＰtiJ，）ｏｅａ-ｗaiやＰ。（'Ｐtii,）ｄｉｌａｂ％ａは見られな
い．　Ｐ．（Ｐtil.）Ｔｎ.ifｕｎｅｎ％ｈは御船層群で記載された種である（ＴＡＭＵＲＡ and Tashiro, 1967
16））が，ここでは多産する．しかし，御船で多産するＰ.（■ｐtil .）ｍａｓhｔfeeれｓiｓやp. CPtilJhigo-
ａ?ｓは未発見である．　これらの産出の違いは，宮ノ原層が御所浦層群n e (lower Lower Ceno-
manian:松本193817））よりは上位に，また御船層群(Middle Cenomanian : 田代，198118））より
は下位に位置する事によると思われるが，一方，宮ノ原層では，共産する他の二枚貝が，Ｐｈｏｌａ-
ｄｏｍｙａ， Glｙｃｙｍｅｒiｓ， Ｃｍｃｉぷａｅａ “Ｌｕｃｉｎｏｍｄ”などに富み，御船層群よりもより海成のものであり，
環境の違いによる可能性も考えられる･
　越知面：植原北方の越知面に，日比原層下部に対比される砂岩勝ちの地層か分布しており，Ｂタ
イプのp. (s. s.)ｂｏｃｉＵｉかｒｍｈの密集層がある・
．四万十帯：四国における四万十帯の白亜系は，古い方から順に，堂ケ奈路･半山層･須崎層･上組
層となっている（平・田代編．198049））.三角貝は堂ケ奈路層からのみ知られており，下部のＡ部
層(Upper Barremian,田代・他，198120））からは，Ａタイプ，中部のＢ部層(Lower Aptian)
からはＢタイプのp. (s. s.)ｐｏｃｉｌｌｉｆｏｒｍｈが産する．
　徳島・羽ノ浦地域：徳島県羽の浦地方の羽ノ浦層の中粒砂岩中にp. (s. s.)pocilliかｒmiｓのＢ
タイプを確認した．
　Ｂ．九　州
　大分地域：大分地域の下部白亜系（佩楯山層群）からp. (s. s.)ｐｏｄＵｉｆｏｒｍｈ，上部白亜系
（大野川層群）からp. (s. s.)feofｕjienｓiｓの報告がある．筆者らの調査結果について，これまで
の報告に対する議論も加えながら記述する．
　佩楯山層上部（田中・太田，198121））の細粒砂岩～シルト岩と，須久保層（田中・太田，1981゛）
の中～細粒砂岩からＡタイプのp. (s. s.)夕ocilliかｒmiｓが産し，また，佩楯山の北側に位置する
小坂と溜水の海成層からは，いずれもＢタイプのp. (s. s.)pocillifoｒｍｈが産する．
　田中・太田（198121））によれば，佩楯山層群は下位から，佩楯山層・腰越層・須久保層となって
いる．佩楯山層の上部からは, Lower Barremian を示すアンモナイト(Ancyloceras (s. s.)aff.
ＩＪａれｄｅｎｈｅｃｋｉｉが報告されており(NODA, 197722)),須久保層の上部か･ら，田中氏はAlbianを示す
アンモナイトやイノセラムス（ｌｎｏｃｅｒａｍｕｉ ａｌ!. ａｎｇｌｉｃｕｓなど）を採集している（松本･他,19823））.
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また，田中・太田（198121））は，須久保層下位の汽水成の腰越層とは整合的に重なっていると見
ているので，本地域ではBarremianからAlbian　までの地層が連続的に露出していることにな
る．しかし，佩楯山と須久保層下部の浅海生二枚貝ファウナは，ほとんど一致しており，Ｎｅｉtｈｅａ
Cs. S. ) ata.･va.Ｒａstellｕｍ･ ｃａｒl･ｎａtｕｍ，Ｇｅｒｖぶａｒia haｒａｄａｅなど，四国の物部層と共通するもの
が多い．また, Aptianとされている腰越層からは，Ｃｏｓtｏｃｙｒｅｎａ ｏｉsｕkai（ただし，筆者らの観察
では転石）が産するが，それから進化したと考えられているＣ.
　ｒａｄｉａtｏｃｏsｔａｌａやＣ.　ｍｉｎｉｏｒが
四国では，柚ノ木層(Barremian,田代･他1980a11））や日比原層の下部･(Lower Aptian, 田代･他
1980 a 11））から産する．さらに三角貝から見てみると，他地域を見るかぎり, p. (s. s.)t>ｏｃtμi-
foｒmiｓのＡタイプはNeocomianにかぎり見られ，それよりも新しくなるとＢタイプのものにな
り・さらにAlblan (例えば八代層や宮地層）では, p. (s. s.)bocilliﾋfoｒmiｓは見られずに7）tｅｒｏ-
tｒｉｇｏｎtａ（s.s.）holｔｋａｉｄｏａれａやＦtｅｒｏtｒｉｇｏれia(s. s.) cf.　ｙｏｋｏ:ｙａｍａｉが産する．従って，須久
保層下部の三角貝産地は, Albianまでは上がらないのではないかと考えられる．
　佩楯山の北側に位置する小坂の浅海成層は，産出アソモ宍イト＼（Ｃｈｅｌｏｎtｃｅｒａｓ（?) sp.寺岡
197023））からAptianであり腰越層と同時異層とされており，また，産出二枚貝はASはｒtｅ（S.
S.）ｓｕbｓｅｎｅｃtａ，Ｎｗｃｕｉｏｂｓiｓ（Ｐａｌａｅｏｎｕｃｕla）iｓhtｄｏｅｎｓtｓ，Ｎｉｂｂｏｎｏｎｅｃtｅｓcf.　ｅｌｅｇａｎｓ　など四国の
日比原層下部とよく似ている．　一方，溜水では，産出アンモナイト（Ｓｈａｓtｔｃｒtｏｃｃｒａｓ sp.,Ｈｖｂｏ-
ｐｈｙｌｌｏｃｅｒａ％cf. H.のtoense')からBarremianとされでいるか，その上部から産するp. (s. s.)
pocillifoｒmiｓは日比原眉や小坂と同じＢタイプである．　　　／　万
　臼杵一八代構造線の北側に点存する大野川層群のなかの霊山層のシルト岩(Middle Turonian,
Ｉｎｏｃｅｒａｍｕｓ　hohetｓｅれｓiｓ帯，野田196924））からp. (s. s.)feofiijtｅｓtｓか報告されている（ＴＡＭＵ-
ＲＡ，197814））.
　八代地域：本地域では，下部白亜系がかなり連続的に分布しており，下位から，海浦層・川口層
･八竜山層・日奈久層・砥用層・八代層・宮地層と重なっi老いる．八竜山層下部Lower Barremian
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１･　●
t
松本・勘米良196425>)の泥岩からの三角貝はＡタイプのp. (s. s.)ｂｏｃｉＵｉｆｏｒmiｓである．日奈久
層(Aptian: ＣｈｅＬｏｎｉｃｅｒａｓ(s.s.)ａ５ .　Ｃ.　ｑｕａｄｒａｒiｔ£ｍ太田氏採集）の砂岩からは，Ｂタイプの
p. (s. s.)ｂｏｃtＵｉｆｏｎｎｉｓが産する．八代層(Lower Albiar百ＭＡＴＳＵＭＯＴＯｅt?.198029））から
は,　Ｆtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ(s. s.)hoTtｋａｉｄｏａｎａが産し，ＮＡＫＡＮＯ（195827））は，保存不良すＡ Ｐtｅｒolｒi-
ｇｏｎｉａ（Ｓｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ)sp.を報告している．またレ宮地層下部(Upper Albian : 上田・他, 1976
28))粗粒砂岩には，Ｎｉｂｂｏｎｉtｒｉｇｏｎtａ　ｂｌｉｃａtａの密集層が発達しでいる．　また中粒砂岩からp. (s.
s.）ｈｏｌｉｋａｉｄｏａｎａとp. Cs. s.) cf.ｙｏｈｏｙａｍａｉか産する．最上部の砂岩からは, Ｐtｅｒｏtｒiｓｏｎｉａ
（Ｐtilotｒｉｇｏｎｉａ）ｏｇａｖｕai（沢秀生採集）が報告されている(KOBAYASHI and ＮＡＫＡＮ０，195729））.
　御船地域：御船層群下部層の浅海成層(Middle Cenomanian ； TAMURA and Matsumura,
197430））から三角貝が出ており，下益城郡巣林の八瀬戸および．松橋町曲野・岡岳付近では，下位
の細粒砂岩から　p. (PtilJ mi和ｎｅｕｓiｓ（巣林のみ）が産し，やや粒の粗い中粒砂岩からは，Ｐ．
　（Ｔtil.）ｍａｓhifeeれsisが産する．さらに上部の粗粒砂岩からはＰ。（Ｐ｡til.-)ｈｉｇｏｅｎｓtｓを産し，その
やや上部の細～中粒砂岩からはp. (Ｆtil.）ｍａｓhifeenｓisを産する．，
　また，御船東方の見嶽山層からもＰ。（Ｐtii.）■ｍａｓHltｅｎｓiｓ-,　Ｐ. (Ptil.-)ｈｉｇｏｅｎｓisが知ら.れるが
ここでは両者は同じ所から産する（田村・沢村, 1964^". T AMUR A and TASHIR0196816））.
　筆者の１人田代は，かつて上益城郡河内田の本層群の下部層から，太田真也氏採集の不完全な三
角貝標本を拝見させて頂いたことがあり，これはj殼頂が著しく突き1出し（35°土），他のＳｃａｂｒｏ-
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:1　　　・　　　　●
tバｇｏ　niａやＰtｅｒolｒtｇｏｎtａ(s. s.)に比し，殼頂付近の肋は比較的少なく, areaが不均合に広
い標本であった．当時，種の同定か出来ずにいたも刄）であ払　今回，北海道・幾春別より多量,に
S5
得たp. (?s.)　kohaｙａｓhi卜力≒，それ.と略同様の特徴を示している(Tashiro and MATSUDA
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　■　　■■1●■〃
198310））.
　天草地域：御所浦島・獅子島・伊唐島・長島（薄井）などの島々には，広ぐ御所浦層群”が分
布している．御所浦層群には，多数の三角l貝種が認められるので，その産出状況を記述した後,づこ
(KARAKIZAKl
　　　　　South)
つ
(KARAKIZAKI
　　　　　　　North!
ｍ
Iﾝ
｛…
…
?
??｝?……??…
… …」
?」?｛?｛
????????
＠
??
S.Ni
???????????? ……」 」 、??????????
(KARAKIZAKI)
@
心１？
??
－ ㎜ － ㎜
１
２
???????
図一４：御所浦島唐木崎に分布する御所･浦層群の柱状園･
　　　　１：巻貝密集層に２：二枚貝密集肱　3 :Ｐ、(s. s.)ｓahaiｕｒai.　4:NiｔｆＪｏｎt･iｒｉｇｏｎｉａ
　　　　５：断層
　　　　他の凡例は、図一３に従う・
れらを整理する．
　御所浦島では，御所浦層群がＩからｍと分布しており（松本，193817）），I（Ｕｐｐｅr Albian) から
筆者らは確認していないが，松本C1938">)により, 　Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ(s.s.)ｓakakｕｒaiが報告さ
されているn b (Uppermost Albian)では，Ａタイプの瓦（?S.）ｂｕstｕloｓａ　やp. iPtil.)
ｄｉｌａｐ％ａ,p. (ア?.）ｏｓａ-ｗai. p. (Ｐtil，）ａｍａｆｅｕｓｅｎｓiｓが，粗～中粒砂岩から産し，そして，ま
れに7）たｒＱ?即?α（ＩＳｃａｈｒolｒｉｇｏｎｉａ）ｏ･bsｏｌｅtａ　が中～細粒砂岩から産する. n e (lower Lower
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図一５：獅子島における御所浦層群の部分地質図と断面略図，
　　　　Ａ～Ｇの柱状図は，図一６に示す．　・はノアンモナ‘イト，×は，オウムガイ類の産地を
　　　　示す（松本達郎博士の教示による）･　図は，三角貝の産地を示す．
Cenomanianからは，ＡタイプのＰ。（?S.) pusはloｓａ･･,ヽＰ．･（Ｐtti.）ｏｇａ-ｗai,　Ｐ ,（Ｐtil.) dilcゆ'sa,
Ｐ。（7）til.）ａｍａｋｕsｅｎsiiか中粒砂岩から産する．またｍの粗粒砂岩からは, p. (s. s.)＾ahakｕｒai
が一般に下部に多く産し，上部からはＦ.（?S.）ｙｅｈａｉ･aiかｰ Ｍａｔｕｍｏtｏａ， Ｐｓｅｕｄａｓａｂｈｔｓなどの汽
水生の貝化石と同所的に産する(T AMUR A et?. 197332').　　/
　獅子島では，島の南西部，幣串の西側の頁岩（ｎｅ：山本・速水197133) ;外平層中部：岩崎・坂
本19816））からＰ.（?S.）obsｏｌｅはとまれにＡタイプの瓦I（?S.）ｂｕｓtｕlosａが産する..この頁岩
に挾まれた薄い砂岩層には, p. CPtil.}り即ｗ?とｿ数は少ないか■ p. (?S.）ｐｕstｕloｓａ■ p. (Ｐti-
Z.）dilchpｓａの密集層が発達する．頁岩には，Ｎａれｏｎａｖi%♪記ｕ向ｃａｒｉｎａtａ，Ａｒｅａ（Ｋｏｎａでicｕla）
sp., P ａｒｖａｖｉｕｓ％iｕｍｃｏｌむｂｅｒi　ｙｕbaｒｅｎｓｅ，ＧｏＡｏｒａｉａ･Ｃｒｅれｕｌｎｌａなどの二枚貝化石および生痕化石
Ｚｏｏt>ｈ;ｙｃｏsか産し，四国吹越層とよく似た環境であったらしい．この上位にくる汽水生貝化石を
含む粗粒砂岩（ｍ：山本・速水，197133）；浦層：岩崎・坂本，i9816））より瓦（?S.）ｙｅｈａｒaiを
得た．
　幣串から東へ１ ｋｍほど離れた柏栞のさらに東方の海岸に露出している中粒砂岩（Ｈｂ山本・
速水,1971a3）；外平層下部：岩崎・坂本,19816））からは√Ｃｕｃｕｌｌａｅａ ｅｚｏｅｎｓｔｓａｍａｘｅｎｓＴＳやNi♪>/>o-
nitrigoniaとともにＰ。(Ptil.^ cf. bre･ｖicｕla　ｉｆｉ産する．これは殼表の肋が太く，低く，直線的
でareaのカリナが強くareaは狭くかつescutcheon丿は狭く，ほとんど装飾かないなど，北海道
幾春別のp. (Ptil.') bre･ｖicｕlａに同定できる．この砂岩の上位と思われるシルト岩が，島の東方
の湯の口の西側に分布しており（Ⅱｂ：山本･速水，197133）；外平層東部：岩崎･坂本，19816）），こ
こからＰ.（?S.）ｉｍａｎｉｓhiiが産する．幣串の東側（ｎ ｅ．：山本.・速水,197133）；外平層上部：岩崎
・坂本,19816））では，中粒砂岩にＡタイプのＰ。（?Sﾊﾞ）f)MStｕ£ｏｓａ，とp. (Ptil.')mifｕｎｅれｓiｓの密
Ｆ57
吟、
図一６：獅子局に分布する御所浦層群の柱状図･
　　　　G1は, Glyりrnerisの密集層を示す･他の凡例は，図一３，４に従う・
　　　　Ａ－Ｇの記号は図一５の位置を示す･
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集層が発達している．この凡（Ｐtil) 7nifuれｅｎsisは御船層群や宮ノ原層などのものほど横長で
なく，殼頂付近の肋にあるクレニュレーションが発達していて, p. ('Ｐtil.）ｏｇａｉｖaiに似る．　し
かし, p. iPtil.') ogaでＤａｉよりは外形か横長で，殼表の肋全面に穎粒状装飾かないことから？.
　（Ｐtil.）■mifｕｎｅｎ％ｕの変異と見ている．その上部の中粒砂岩や柏栗の海岸に広く分布する(n e,
Ｉｌｂ：山本・速水，197133）；外平層上部，下部：岩崎・坂本，19=肘6））細～中粒砂岩にはＢタイプ
のp. (?Ｓ.）匹Ｓはloｓａ　-ｈ^，また，中～粗粒砂岩にはp. (Pi£il.) mifuれｅれｓiｓの密集層が発達して
おり，まれに，主に前者の中に瓦（?S.）ｍｏｎｏｈｅａｎａが含まれる，幣串ではＰ.（?S.）ｂｕｓtｕloｓａ
やp. CPtil.}mifｕｎｅれsiｓの密集層の上部の中粒砂岩から１個体のみであるがＦ.（?S.）ｙｅｈａｒai
を得た．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　湯ノロより東方（ｌｂ－Ｕａ：山本・速水, 197133> ;外平層下部：岩崎・坂本，19816））や幣串
の東南300m付近では，中～細粒砂岩からはＰ.（?S.）ｍｏｎｏｈｅａｎａ　とＰ．（Ｐtil.）ｍｉｆｕｎｅｎｉｕか
産し，粗粒砂岩からは，瓦（Ｐtit.）ｉａｍｕｒai, p. cPli£）ｕsｕｉｅｎｓtsが産する．
　伊唐島では，粗粒砂岩からp. (Ptil.') bre･ｖicｕlaが産しに長島め,薄井では，非常に粗い砂岩から
7）.CPtil .）ｈｉｅｏｅｎsis,p. (Ptil.')ｍａshifeenstｓ, p. (P.)ｕｓｕｉｅｎｓiｓ,p. cptii.:)tａｍｕｒaiが産す
る．かなり大きな篠が含まれているなど，岩相から見てスランプ堆積物のようである．瓦（Plｔl.）
ｕｓｉtｉｅｎｓiｓやＰ｡ＣＰtif.）tａｍｕｒａxのように御船層群と共通する種かあるか，御船層群には，瓦
（釣眼）ｔｉｓｕｉｅｎｓｔsや？.（Ｐtil.）tａｍｕｒaiは見られず獅子島から産しているので，薄井の時代は，
御船よりやや下位のupper Lower Cenomanian に位置すると思われる．
　以上の事から御所浦島では下の様になる．
　御所浦層下部雁目
　　Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ（Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）ｉａｋａｋｕｒai（ＹＥＨＡＲＡ）（筆者･らヽは未確認）
　御所浦層群下部層n
　n b部層
　　7）ieｒｏtｒi･ｇｏｍａ（ＩＳｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）ｂｕｓlｕloｓａ（ＮＡＧＡＯ）㈲
　　Pterotrigonia (.^Ｓｃａｂｒｏtｒi･ｇｏｎｉａ）obｓｏＪｅｌａ(Nakano)
　　7）tｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ（7）iilotｒｉｇｏｎｉａ）ａｍａｋｕ^ｅｎｎｓTashiroet Matsuda
　　Pterotri即?α（Ｐtilolｒｉｇｏｎｉａ）ｏｓａｖｏａｉ（ＹＥＨＡＲＡ）
　　Pterotri‘即?α（Ｐtilotｒｉｇｏｎｉａ）ｄｉｌａｐｓａ（ＹＥＨＡＲＡ）
　　“Ni♪ｆｃｏｎｉtｒｉｇｏｎｉａｑｕａｄｒａtａＫＯＢＡＹＡＳＨＩ”　　　　　　　　　　，
　nakano and NUMANO （196134））は，江ノロ海岸より, Pterotri即nia (i?Jれｅtｒi･ｇｏｎｉａ）ｙｅｈａｒai･
‘Nakano et ＮＵＭＡＮＯ（＝Ｐtｅｒｏtｒtｇｏｎｉａ（?Ｓｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）ｙｅｈａｒai）を記載しているか，筆者ら
は確認していない。また, Nakano and NUMANO 引用によるＹＥＨＡＲＡ（1923）35）の標本は，こ
こでリストした7）｡(PHI二）ａｍａｆｅｕｓｅｎｓiｓの可能性が強い．
　　ｎｅ部層
　　？z。rotri‘即?α（ＩＳｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）ｐｕitｕloｓａ（ＮＡＧＡＯ）㈲
　　Pterotrigonia (アtilotｒi･ｇｏｎｉａ）ｏｍ-Ｌむａt（ＹＥＨＡＲＡ）
　　？Z。roln‘gり?α（Ｐttiolｒｉｇｏｎｉａ）ｄｉｌａｂｉａ（ＹＥＨＡＲＡ）　　　　　。
　　Ｐtｅｒｏtｒt　ｇｏｎｉａ（Ｐtilotｒｉｇｏｎｉａ）ａｍａｆｅｕsｅｎsiｓTashiro et Matsuda
　御所浦層群上部層（ｍ）
　Ⅲ部層の下部
　Ｐｌｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ(Pt。otrigonia')iakakｕｒai（ＹＥＨＡＲＡ）
　Ｆtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ（?Ｓｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）ｙｅｈａｒａｉNakanoet NUMANO
　“Ｎｉｂｂｏｎｉtｒｉｇｏｎtａ　kikｕｃｈｉａｎａ（ＹＥＨＡＲＡ）”
Ⅲ部層の上部
　Ｐtｅｒｏtｒiｓｏｎｉａ（ＩＳｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）ｙｅｈａｒａｉNakanoet NUMANO
ろ9
　鹿児島県獅子島では次の様に整理できる。
　獅子島西半部
　Ｓ－I（ＡＭＡＮ０，196236）；山本・速水，197133）によるＵｅ；岩崎・坂本，19816）による外平層上部）
　　Ｐｉｅｒoiｒｉｇｏｎｉａ（ＩＳｃａｈｒｏtｒｉｅｏｎｉａ）ｂｕｓtｕlosａ（ＮＡＧＡＯ）㈲
　　Ｐtｅｒolｒｉｇｏｎtａ（?Ｓｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）obｓｏｌｅtａ（ＮＡＫＡＮＯ）
　　Ｐtｅｒｏtｒigでｊｎｉａ(Ptilotri‘gonia')ｄｉｌａｂ＾ａ（ＹＥＨＡＲＡ）
　　7）tｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ　(Ｊ^tilotri即?α）ｏｇａｔｕａt（ＹＥＨＡＲＡ）
　Ｓ－ＩＩ（ＡＭＡＮ０３６），山本・速水によるⅢ；岩崎・,坂本33）による浦層）
　　Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ（?Ｓｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）ｙｅｈａｒａｉNakanoet NUMANO
　東海岸より獅子島東半島部地域
　Ｓ－ＨＩ（ＡＭＡＮ０３６）によるｎａ；･山本・速水33）によるｎａ；岩崎・坂本6）による外平層下部に略
相当｡）
　　Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ（ＩＳｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）obｓｏｆｅｌａ（ＮＡＫＡＮＯ）
　　7）Z。ｒ。Zｒな。?α（?Ｓｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）ｂｉｔｓtｕloｓａ（ＮＡＧＡＯ）（Ｂ）
　　戸terotΓz｀gりnia(PtUotr･fgりnia^ hre･ｖicｕla（ＹＥＨＡＲＡ）
　　“'Ｎｉｐｐｏｎｉtｒｉｇｏ,㎡afeifeｕchtａｎａ（ＹＥＨＡＲＡ）”
　Ｓ－ＩＶ（ＡＭＡＮ０３６），山本・速水33）によるH b ;岩崎・坂本６）による外平層中部に略相当。）
　　Ｐ･tｅｒｏ£ｒｉｇｏｎｔａ（?Ｓｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）ｂｕstｕtｏｓａ（ＮＡＧＡＯ）（Ｂ）
　　?Ｐtｅｒ。tｒｉｇｏｎｉａ（ＩＳｃａｈｒｏtｒｉｅｏｎｉａ)aff. LonがZ回α(JIMBO)
　　Pterotrig。?α（?Ｓｃａｈｒｏtｒiｚｏｎｉａ）ｙｅｈａｒａｉNakanoet NUMANO
　　Pterotrigonia (!°ti£ｏtｒｉｇｏｎｉａ）mifｕｎｅれｓiｓTamura et TASHIRO
　　Pterotr丿即?α（?Ｓｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ)imaれtshii（ＮＡＫＡＮＯ）
　東北海岸部
　Ｓ－Ｖ（ＡＭＡＮ０３６）によるｌ；山本・速水33）によるＩ；岩崎・坂本６）による外平層下部）
　　Ｐtｅｒｏtｒtｇｏｎｉａ（?ＳｃａｂＴｏtｒｉｇｏｎｉａ）ｍｏｎｏｈｅａｎａTashiro et KozAi
　　Pterotrigonia (?Ｓｃａｂｒｏ£ｒｉｇｏｎｉａ）ｂｕｓtｕloｓａ（ＮＡＧＡＯ）（Ｂ）
　　Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ（7）tiloiｒｉｇｏｎｉａ)mifuれｅｎｓis（ＴＡＭＵＲＡet ＴＡＳＨＩＲＯン
　　Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ（Piilo£riｇｏｎｉａ）iaｒｔｉｕｒａｉTashiro et Matsuda
　　Pterotrなり?α（Ｐtｌ･lotｒｉｅｏｎｉ･α）ｕｓｕieれＳＩＳTashiroet Matsuda
　　”ｍｐｂｏｎｉtｒｉｇｏｎｉａｋｉｋtｔｃｈｉａｎａ（ＹＥＨＡＲＡ）”
　伊唐島の御所浦層群
　　Ｐtｅｒｏtｒiｓｏｎｉａ(PtilcZｒなり,zz･α）bｒｅｖｉｌｃｕla（ＹＥＨＡＲＡ）
　薄井の御所浦層群
　　？1εΓaZｒなりniaQPlilotrなりzzz‘α）ｈｉｇｏｅｎsiｓ（ＴＡＭＵＲＡet ＴＡＳＨＩＲＯ）
　　Pterotrなり,2z‘a(Pti‘ZひZｒなり?α）ｌａｍｕｒａｉTashiroet MATSUDA,
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　　　　　　　－
　　ＰなΓotrigりnia (Ptilotrigonia')ｕｓｕtｅｎsiｓ Tashiro et MATSしDA
　　Ｐtｅｒｏtｒtｇｏｎtａ(Ptilotrigonia')ｒｒLnｓKifepnｓｉｓ(Tamura et Tashiro)
　獅子島・伊唐島・長島（薄井）に分布する御所浦層班の各層・部層をそれぞれ四国・北海道・赤
石山地の白亜系および，九州の御船層群の三角貝のデータに基ずきﾆ御所浦島の本層群との対比を
試みると次のように整理できる．　　　　　　　　゛｀　　　　　ご
　獅子島のＳ－！の三角貝は，御所浦のＵｅと殆んど一致する,．また，nｿｅに対し, S―Iでは，
Ｘｏｏｐｈｙｃｏｉを伴う暗色シルト岩が発達し，公海生の強い二枚貝が産出してぃるので，おそらく，御
所浦よりもより公海に面した堆積環境下にあったと思われ∠おそらく両者は同時異層の関係にあ
る．この対比はアンモナイトによる対比Matsumoto ａｎｄﾆAmano, 1957=''"; Matsumoto,
196038）と全く矛盾しない．　　　　　　　　　　　……ヽ　　　　　‥
　Ｓ－Ｕは，瓦（?S.）ｙｅｈａｒaiと共に汽水生貝化石を伴うことがあ’り／おそらく本部層は御所浦
のⅢに対比される．
　獅子島のＳ一Ⅲ～Ｓ－Ｖの三角貝相に相当する地層は.御所浦島には存在しないようである．獅
子島で，もっとも三角貝密集層が発達するＳ－Ⅳは／三角貝でみ石かぎり，高知県の宮ノ原層，吹
越層最上部～永瀬層下部，赤石山地の水窪層とほぼ一致している．また久茲沖の白亜系や北海道三
笠砂岩のI.　ｙａｈｅｉZoneとの類似も認められる.　　　　　　　　’
　S ― IV より，これまでに報告のある頭足類は?Ｐａｒａりｉｎａtｏｃｅｒｄｓ　tｕｎｅｈａｉｃｕｍ（山本・速水，
1971）33）であり，宮ノ原層からはＳｈａｒｂｅｉｃｅｒａｉ Ｓｐ.か知られる．また，伴う二枚貝化石は共通する
ものがある．おそらくＳ－賢層は, upper Lower Cenomanian～lower Middle Cenomanian の範
囲内にあり，頭足類の化石によれば，まだLower Cenomanian であろう.
　S ― IV に産する三角貝凡（?S.) imaれiｓhilfは，現在まで，北海道のホロンベツ層と，高知県物
部地域の吹越層以外には報告がなく, S ―fflの瓦（Ｐtil. ) breりicｕlaは，高知県永瀬層の基底と，
久茲沖のＩｎｏｃｅｒａｍtｔｓｃｏｎｃｅｎtｒicｕｓｎｉｐｂｏｎｃｕsZone (Hayami‘ and kase, 19819））などに知ら
れ，模式地は，北海道三笠のＴｈｅtiｓ ｊａｂｏｎｉｃａZone である. Ｔ. ｉａｂｏｎｉｃａは，久茲沖白亜系や
吹越層にも報告があり，最近，宮ノ原層中にも確認された（松田, m. s.*).したがって, S ―111,
Ｓ ―1＼'の時代は，おそらくLower Cenomanian であり.どれ･まで御所浦層群のＵａ層に対比され
ていたことはＵａが, Albian (Matsumoto and ＴＡＳＨＪ瓦０，197539））であることから，明らか
に矛盾する●　　　　　　　　　　　　　　　　　　，几　;’　　　　　　　１
　Ｓ－Ｖは，伊唐島や薄井の御所浦層群に略対比できる．ますこ, p. (Ｐtil.）mifｕｎｅｎsiｓや戸.
　（?S.）ｍｏｎｏｈｅａれａ　が見られること，薄井では，御船層群特有の三角貝がでること，しかし，Ｓ－
Ｖと伊唐では, p. (Ptl･Z.）bｒｅｖicｕlaが残存している工とな一ど総合すると，本部層は，Ｓ－Ⅳより
　上位であるが，御船層群よりも下位にあるとみなせる．従って，その時代は, upper Lower Ce-
nomanian～lower Middle Cenomanian が推定され，本部層を御所浦層群の1 (Upper Albian)に
対比する従来の考え（ＡＭＡＮ０，195636）；山本・速水，197133））把は賛同できない．
　以上の事柄をまとめると，獅子島のＳ－Ｉ～s ―vは, Lower Cenomanian であり，･Ｓ－Ｖは，
一部Middle Cenomanianであるかも知れず，御所浦層球の｛e～Uロこ対比される．しかし，御所
浦島の!IIと，Ｓ－Ⅲ～Ｖの岩相は前者は汽水生ファウナを中心とじてぃるのに対し，獅子島は，浅
海生のファウナが発達するのは, S―1とII bとの関係と同様に，地理的要素を考えねばならない
と思われる．また，御所浦のｍの中～上部にみられる三角貝を伴う浅海生ファウナ(Tamura
ｇｌ?.196832））の部分に，獅子島のＳ－ｍ～Ｖの三角貝密集層が対比されると思われる．また，こ
＊　日本古生物学会130回例会（於・三重大）にて講演
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の部分には，典型的な御船型の三角貝p. (Ｐtil，）Iiigoe7iｓiｓ　i)^.出現していないので，おそらく，
御船層群下部層上部の浅海生ファウナよりも古いと考えられ，おそらく，御船層群基底部～下部層
下部付近に対比されるのではないであろうか．御船層群で巨大化するＰｓｅｕｄｏａｓａｆｃｈｉｓ， ＭａＵｕｍｏ-
toa.Ｇｏshoｒａtａ（薄井を除く）などが，御所浦層群のＨ～Ⅲでは比較的小型であることなども考慮
する必要があると思われる．
本論文 Amano
　1962
山本・速水
　　1971
岩崎・坂本
　　1981
松本
1938
Tamura eは1
　　1968
Ｂ
呂
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l
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図一７：獅子島に分布する御所浦層群の従来の研究報告との対比と模式地御所浦島における御所
　　　　浦層群との対比を示す．　・はアンモナイト　×はオーム貝
　　Ｃ．北海道
　　三笠地方：筆者らの採集による北海道の三角貝標本は主に道中央部の三笠市幾春別地方のもので
あるが，東北大所蔵の標本，横須賀市立博物館の蟹江博士採集の標本も合せて検討した．
　三笠市幾春別から桂沢ダムに至るルートでは，西～東へ向って５層の含三角貝化石層を認めた．
この５層の上・下関係は，弓張ドームの両翼が露出しているため，一連ではない. MATSUMOTO
Ｅ･?．197640）によるルートマップに従い下位からのべる・
①　桂沢ダム西方温泉入口の約300m西の道路上, (Lower Cenomanian)
　　　/）たrotrigonia C!Ｓｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）ｂｕstｕlosａ（ＮＡＧＡＯ）㈲
　ここでは，Ａｎtｈｏｎｙａ ｊａｂｏｎｉｃａMatsumoto が顕著である･
②　桂沢ダムサイトより約250m西方(Lower Cenomanian).
　　　Ｈｅtｅｒｏけｉｇｏｎｉａ（Ｈｅtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）ｓｕbo'ｕalis（ＪＩＭＢＯ）（sどzivataiform)
③　②より約100m西方，崖くずれ防除のトンネル西側入口付近(Middle Cenomanian)
　　　PteΓotrigonia (’ＪＳｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）ｂｗｓtｕloｓａ（ＮＡＧＡＯ）㈲
　　　Ｐｚ。rolrigonia (ＩＳｃａｈｒolｒｉｇｏｎｉａ）]iobaｙａ％hii（ＮＡＫＡＮＯ）
　Zoophycosの発達が著じるしい, Ｉｎｏｃｅｒａｍｕｓｙahei， Ａｎthoりａ　aj＞ｉｃａ(iｓ，CiｔｃtｉＵａｅａｅｚｏｅｎｓiｓを
　伴う．
④　ケイリン橋西方の北側谷，（?Middle Cenomanian)
　　　Ｈｅtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ（Ｈｅtｅｒｏtｒi･ｇｏｎｉａ）ｓｕboでalis（ＪＩＭＢＯ）（がmboiform)
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⑤，桂沢ダム西方温泉入口より南方山腹の石切場(Upper Turonian)
　　　Yaadea ainuana (YABE et ＮＡＧＡＯ）
　　　Ａｂｉｏｌｒｉｇｏｎｉ･a (Apiotri即?α）Tnifeasａｅｎｓiｓ Tashiro
　ＩｎｏｃｅｒａＴｔiｕｉ tｅｓhｔｏｅｎｓiｓ， Glｙｃｙｍｅｒｕ（Ｍａｎａｉａ）featｓｗｒａｚａｘｏｅｎsisを伴う，
　ポンべツ川流域では，Ｈｅtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ，Ｙａａｄｅａ，Ａｂｉｏtｒｉｇｏｎｉａ　類の採集にとどまったので省略
する．
　幾春別付近から，ＹＥＨＡＲＡ（191541），192385））により記載されたもの（東北大標本）に,　Ｔｒｉｇｏ-
nia bｒｅｒｕicｕlaとＴｒｉｇｏｎｉａ Ｉｏｎがｌｏａがある．前者は, NaiぐANo and ＮＵＭＡＮＯ（１％１３１））に
よってＭａｎtelliceｒａｓ，Ｃａりｃｏｃｅｒａｓなどのアンモナイトを含む部分から記載されている．東北地
方の久茲沖の含Ｐ.（,Ｐtii.）hｒｅｖicｕla　砂岩は, Hayami and Kase （19819））によれば，Ｉｎｏｃｅ-
Ｔａｖｉｕｉ ｃｏＴｉｃｅｎtｒｔｃｕｓniｔ，･ｐｏｎｉｃｕｉ，Ｔｈｅtiｓ ｊａｂｏｎｉｃａ，Ｇりり■ｍｅｒiｓ hokkatｄｏｅｎｓtｓを伴っている．
　YeharaによりＴｒｔｇｏｎｔａ ｌｏｎｅｉｌｏｖａとされた標本は, JIMBO (1894*2J)によるＴｒｉｇｏｎｉａ Ｉｏｎ-
giloｖａには比較できず，これはＰtｅｒｏtｒiｓｏｎｉａ　(f）ttlotｒｉｇｏｎｉａ）mifｕｎｅｎ%i％に同定できる（ＴＡＳＨＩ-
RO and Matsuda, 1983）lo）.
　同じく，石狩，幌内，空知の奈井江川上流の標本もp. (Ptil.-) mif.と思われる．
　また，ホソホロカベツの“Ｔ. ｌｏｎｇｉｌｏｖa bed” より産出･している”Ｔｒig!ｍｉａ.hofefeatｄｏａれａ Ye-
HARA”(IGPM 4332)は，すでに田村’（19785））も指摘している如く，Ｐ.（?Ｓ.）ｂｕＵｕloｓａ（ＮＡ-
ＧＡＯ）であり，筆者らの観察では，Ｂタイプである．
　以上の事柄を整理するどＴｒｉｇｏｎｉａ Ｉｏｎがlo･ｖａ ｂｅｄ'”とされた石狩地方の三角貝には, p. (アtil.）
ｒａｉｆｕｎｅｎｓiｓ■ p. (?SJ pusはloｓａ(B)が認められる．これは赤石山地の水窪層，高知の宮ノ原層，鹿
児島獅子島のS ― IV 層に共通する．
　Ｐ．（?Ｓ．）feobaｙａｓhtiを産する部分はＺｏｏｂｈｙｃｏｓを伴うこと，I，ｌｏｃｅｒａｍｕsやＥｎtoliｔ£７，tなどの
公海生二枚貝を伴うことなどから，生息環境は，獅子島のS―I , S一ｍ，吹越層上部層，北海道
北部のホロンベツ層（IMANISHI，1956）４３）に似ている．　しかし, S―Iではp. (?S.）obsｏｌｅtａ，
s―in ・ 吹越・ホロンベツではＰ.（?S.）ｉｍａｎｉshii，本地域（三笠）ではＰ。（?S. ) kobayashii
と，いずれもＮＡＫＡＮＯ（1958）27）がＳｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ”　としたものがでる．さらにＳ－Ｉでは，
三笠地方同様瓦（?S.）ｂｕstｕlosａを伴うが, S―1ではＡタイ,プで, s―vではＢ,タイプであ
る．また，推定される時代は, S―Iはlower Lower Cenoma?卸で，吹越層は?lower Lower
Cenomanianであり，北海道のこの部分はMiddle Cenomanian となっており. p. (?S.）obｓｏｌｅ-
ta, P. (?S.）ｉｍａｎtｓhii- p. (?S.）kohaｙａｚhiiの三種の三角貝が，同―系統線上に並ぶことを暗
示する．また瓦（?Ｓ.）ｐｕＵｕｌｏｉａが北海道でも下位でÅタイプ.上位でＢタイプに変る点でも，
御所浦層群のn b, n e, s―IとＳ ― IV ， Ｓ－Ｖの関係と共通する．
　北海道のp. (Ptil.')hｒｅｖicｕlaに比較される標本は，御所浦層,群では，Ｓ一Ｖや伊唐島にみら
れ，高知では，永瀬層の基底近くに出現しご久茲沖(Hayami and Kase, 198ヽ19））ではＩｎｏｃｅ-
ｒａｍｕ％ ｃｏｎｃｅｎtｒicｕs ｎｉｂ＆ｏｎtｃｕｓ, p. (?S.）ｌｏｎｇｉｌｏｖａ， Ｔｈｅtiｓ ｉａｂｏｎｉｃａ，　Glｙｃｙｍｅｒiｓ ｈｏｋｋａｉｄｏｅｍｉｓ
などを伴うので，おそらくLower Cenomanian の後半を示七, Nakano and ＮＵＭＡＮＯ（196134）
の瓦び）?.）hｒｅ＾ｎｃ.ｕlaの産出層順とも矛盾しない．
　浦河地方：浦河の東方様似の下部エソ層群からの標本は, p. (s. s.)ｈｏｋｈａｉｄｏａれａ，　より　area
がせまく殼表の肋は少ない点でp. (s. s.)♪ｏｃｉＵｉｆｏｒmiｓ･のＢタイプに近いか，しかし，腰高な
外型や，肋の配列はp. (s. s.)ｈｏｋｋａｉｄｏａれａに似ている．また上記の特徴から，宮古から記載
されているＰtｅｒolｒtｇｏｎｉａ（Ｐｌｅｒｏtｒｉｇｏｎtａ）ｙｏｈｏｙａｍａｉ（ＹＥＨＡＲＡ）（ＹＥＨＡＲＡ，1915）４１）に極め
て近いが，模式種よりも大型である．ここでは, Upper Ａ!bian～Cenomanianに特徴的な亜属の
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Ptilotｒｉｇｏｎｉａが全くみられないことや, p. (s. s.)ｙｏｋｏｙａｍａｉに近いことから，’様似のこの三
角貝砂岩は，おそらくUpper Albian か，それよりも古いと思われる．
　Ｄ．東北地方
　東北日本の宮古層群(Upper Aptian～Albian)の三角貝については，現地における詳細な検討
を行なっでいないか，東北大の標本や。これまでの記載をもとに整理すると, Plerotri即?α（Ｐｉｅ.一
尺ﾌ戻即石ａ）ｈｏｈｋａｉｄｏａｎａ, p. (s. s.)ｙｏｋｏ:ｙａｎｉａｉ, p. (s. s.)ｄ　ａtｅｉｎａsａｍｕｎｅｉ，Ｎｉｂｐｏｎｉtｒieonia
kikｕchiaれａの４種に整理できそうである。また，気仙沼の大高層産(Upper Neocomian)の三角
貝（IGPM 36712)は, Ｐtｅｒoiｒｉｇｏｎｉａ(s. s.)ｂｏｃｉＵｉｆｏｒmiｓのＡタイプに近いが，標本が不完全
なため断定はできない．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｊ
　Ｅ．その他の地域
　山中地域：下位から白井層・石堂層・瀬林層・三山層と重なっており，石堂層(Upper Hauteri-
vian～lower Upper Barremian 松川19767））からＡタイプのp. (s. s.)♪０出町ｏｎｒiiｓ（松川19
n''＼によるp. (s. s.) hokk?doana, pi. 1, figs. 14～18）が報告されている．
　赤石地域：水窪層からＰ。（ア?.）･mifｕｎｅｎｓiｓ. p. (?S.）ｍｏｎｏｈｅａれａ，Ｂタイプの凡（?S.）
卸Ｓぬloｓａ　ｉｆｉ産する（松島・他，198144））.　これらは永瀬層下部層や宮ノ原層の三角貝と共通するの
で，水窪層の時代は，ほぼupper Lower Cenomanian になると思われる．
　有田地域：三角貝が報告されているの以，有田層(Upper Hauterivian～lower Upper Barremian
小島・小川197645），小畠・松本，197749））かびで, p. (s. s.)ｂｏｃｉｌｌｉｆｏｒｍｉｉが報告されている．
　三甑地域：本地域の二及層(Aptian ； 松本・他，198231））からp. (s. s.)ｈｏｋｋａｉｄｏａｎａ　か報
告されている（永井・中野, 1961*''O-二及層の三角貝については，まだ筆者らは観察していない．
　　　　　　　　　　　　　　５．プテロトリゴニア類の生息環境
　各種の三角貝が含まれる岩石の粒度と，それらの三角貝に伴う二枚貝などの化石から，プテロト
リゴニア類の生息環境について，考察してみた．
　Ａ.?Scabrotrigo､lja亜属について
　Ｆ.（?S. ) morianα.、Ｐ.（?S.) sp.は、中粒砂岩から産し、Ｎｅｉtｈｅａ、Ｇｅｒsiillaｒia、Ｇｅｒoillia、
Ｌａｅｖｉｃａｒdiｕｍ、Ｍｏｄｉｏｌｕｓなどの二枚貝化石を伴い、潮間帯付近の浅い海に生息していたと思われ
る．
　瓦（?S.）ｂｕstｕloｓａは、宮ノ原層、永瀬層下部、御所浦層群!l bからは、中粒～細粒砂岩から産
し、Ｇｏｓhoｒａｔａ、Ａボhoｗ ａ、Ｃｕｃｕｌｌａｅａ、Glｙｃｙｍｅｒｈ、ＣｒａｓｓａtｅＵａ、Ｐｈｏｌａｄｏｍｙａなどの二枚貝化石
を伴う．特に宮ノ原層では粒度が少し粗くなると、p. (Ptil、) rnifuれｅれＳＩｌＳ、Ｐ、（7）til.）miｙａｎｏ-
ｈａｒｅれｓiｓばかりで、木種はほとんど観られない．これらの地層での、本種の産状は、まれで散点的
であり、両殼は離れており、不完全なものが多い．おそらく、流れ込み交りあった可能性かある．
また、本種は獅子島の御所浦層群S－Iでは、シルト岩から産し､　ｐ.（?S.）obsｏｌｅtａ、Ｃｕｃｕｌｌａｅａ、
Ｇｅｒｕi･ｍａ、'Ｎａｎｏｎａｖiｓ、Ｐｅｒｉｂｌｏｍｙａ、ＰａｒｏａｍｕsｓｉＭｍ、Ｅｎtoltｕｍを伴い√三笠地方では、極細粒砂
岩から産し、Ｐ．（?S.）koba:ｙaihii、Ａｎtｈｏｎ:ｙａ、Ｃｉｉｃｕｌｌａｅａ、Ｋｎtoliｕｍ.、ブ､z。ceramusを伴う．これ
らの産地での産状は散点的であり、両殼は閉じているものが多く、また、生痕化石Ｚｏ砂hｙｃｏ％を
伴うなど、現地性の堆積物と思われる．御所浦層群Ｕｅ、獅子島の御所浦層群Ｓ－ｙの下部では、
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図一10 : プテロトリゴニア類の生息環境．　　　　　ト
　　　　プテロトリゴニア各種の産出岩相とその含まれる岩相（堆積物の粒度を主として）の範
　　　　囲を示す●　　　　　　　　　　　　　　　‥‥‥‥
本種は極細粒砂岩に密集しており，両殼を閉じたものも観られ，　Ｆｈｏｌａｄｏｍｙａ，Ｃｒａａａtella，Ｃｕｃｕ-
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J!
Ｕａｅａなどを伴い，（:'jlｙｃｙｍｅｒiｓの密集層と交互することがある．また，獅子島の御所浦層許S－Ⅳ
の中部では，極細粒砂岩から産し，瓦（Ｐtil.）mifｕｎｅｎｓiｓ，Ｃｕｃｕｌｌａｅａ，Ａｎtｈｏｎｙａ，Ｇｏｓhoｒａｉａ，
Ｐｈｏｌａｄｏｍｙｃどの二枚貝化石を伴う．おそらく，御所浦層群Ｕｅや獅子島の御所浦層群S ―IV
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ．・　，　　　ｓ・
の下部などが，本種の生息環境を最も良く示しており，また，数は少くないが獅子島の御所浦層群
Ｓ－Ｉや三笠地方のＩｎｏｃｅｒａｍｕｓ　ｙａｂａｉZoneのような環境下にも生息Iしていたらしく，潮下帯か
ら沿海域の周縁底帯にかけて，生息していたようである．
　瓦（?S.）ＶＩＯれｏｂｅａｎａは，極細粒砂岩～シルト岩に観:られ，伴う化石はＰ.（?S.）ｂｕｓtｕloｓａと
似ており，海浜域の潮下帯から沿海域の周縁底帯にかけて生息していたらしいが.中粒砂岩には観
られず, p. (?S.）ｂｕｓtｕloｓａよりはいくぶ.ん沖合寄力に生息していたものと思われる.
　IMANISHI‘（195643））は，ホロンベツの含願砂岩から，瓦（?S.).t･ｍａｎｉｓhiiを報告しており，ま
た彼の報告によれば，Ｃｕｃｕｌｌａｅａや浅海性のＣｅｒitl皿即，Ｎａtｉｃａと浮遊性のＰｅｃtｅｎ Ｃ? ｍｏｒｒtｓiな
どの化石か, p.(?S,）ｉｍａｎｉｓihiiと共に産しているので，これらはスランプ堆積物であると思われ
る．吹越層や獅子島の御所浦層S ― IV の上部近くに産する瓦し（?S.）ｉｍａｎｉｓhilfはシルト岩中に観
られ，吹越層では，Ａｃｉｌａ，Ｎａｊｉｏｎａｗｓ，Ni♪ｂｏｎｏｎｅｃtｅｓにＰａｒりａｍｕｉｉｉｕｍなどの二枚貝化石を伴い，
また，生痕化石Ｚｏｏ(＞ｈｊｉｃｏｓを伴なっているので，この堆積物は現地性のものと思われ, p. (?S,）
■ｉｍａｎｉshitは沿海域の周縁底帯に生息していたと考えられる．
　瓦（?S.）ohsｏｌｅtａは，獅子島の御所浦層群Ｓ－Ｉでは，シルト岩から産し，j）ａｒｕａｍｕsｓiｕｍ.
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CｕｃｕＬｌａｅａ,Gervillia,Ｎａｎｏｎａtiiｓ，　Ｆｅｒｉｂｌｏｍｙａなどの二枚貝化石と生痕化石Ｚｏｏｂｈｙｃｏs.を伴い，
公海性の沖合に生敬していたと思われるが，まれに，御所浦層群Ｕｂや獅子島の御所浦層群Ｓ－Ⅲ
では，細粒砂岩から産することがある．　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
　p. (?5.) kobりａｓhiiは，三笠地方では，極細粒砂岩～シルト岩に観られ，Ａｎtｈｏｎｙａ，Ｃｕｃｕll-
aea.Ｋｎtoliｕｍ，Ｉｎｏｃｅｒａｍ.ｕ％などの二枚貝化石を伴い，また，生痕化石Ｚｏｏｐｈｙｃｏｉも伴なってお
り■ p. (?Ｓ.）ｉｍａｎｉｓhiｔや瓦（?S.）nhｓｏｌｅtａの生息環境とかなり似ていたようである．
　生痕化石ＺｏｏｂりＣＯＳ（ＫＡＴＴ０,197648））は，筆者らが観察したかぎりでは，Ａｎthoりα，Ｃｕｃｕｌｌａｅａ
Ｎａｎｏｎａｔjiｓなどと共に観られ，その堆積環境についての再検討が必要である．
　これらのように, 　ＩＳｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ亜属のほとんどの種は，潮下帯から，沿海域の周縁底帯に生
息していたらしいか，例外として，瓦（?S.）ｙｅｈａｒaiは，御所浦，獅子島の御所浦層群ⅢやS－
n･の極粗粒～中粒砂岩に観られる．極粗粒砂岩では，Ｅｏｍｉｏｄｏｎ，Ｍａtｓｕｍｏtｏａなどの汽水生二枚
貝化石と共に産出し，汽水域に生息したと思われるが，獅子島の御所浦層群Ｓ－Ⅳでは，（ゐりme-
7心や瓦（'Ｐtil.) mifunenぶの密集層のすぐ上部の中粒砂岩からも産するので，木種の生息範囲
は，かなり広かったと思われる．また，本種は他の本邦産”JScabｒｏtｒｉｇｏｎｉ･αの仲間と比べ，大型
で，殼の肋の数が少なく，その肋は太く，肋の頂上は丸,くなっている．
　Ｂ.　Pterotrigonia亜一属について
　p. Cs. s.)pocilliかｒmiｓのＡタイプは，物部層や八竜山層では，泥質細粒砂岩から産するが，
佩楯山層では細粒～極細粒砂岩に観られる．しかし，伴う二枚貝化石はほとんど同じで, Ｎａｎｏｎａ-
伍ｓ，Ｆ^ｏｎａｖicｕLa，Ａｍｙｇｄａｌｕｍ，Ｐｉｎｎａ，Ｐtｅｒinella，Ｇｅｒｖiliia･，Iｓｏｇｏｎｏｍｏｎ，Ｎｅｉtｈｅａ, Par･ｖａｍｕ-
ｓｓiｕｍ，Ｆｌｉｃａtｕla, M>･ponitｒｉｇｏｎｉａ，Ａｓtａｒtｅ，Ｐａｎｏｂｅａ， ＣｒａｓｓａtciJa などであり，これはまた，松
川（19767））による山中の石堂層の産出化石とも一致しており，また，その産状は，散点的で数は
少ないが，両殼を閉じているものか多く，現地性であると思われるので，本種は潮間帯付近の浅い
海に生息していたと思われる. p. (s. s.)bocilliかｒｍｈＢタイプは，一般に中粒～細粒砂岩に密
集して見られ，日比原層では, ＮｕｃｕJof>ｓiｓ，Ｐｏｒtｌａｎｄｉａ，Ｇりりｍｅｒiｓ.　Ｍｏｄｉｏｉｕｓ, Gerヽ'illia,Ｇｅ-
rvillaｒia，Ｎｅｉtｈｅａ，Ａｓtａｒtｅ，Ｋｒibhｙla，Ｐａｎｏ夕<ea.Ａｎthoリｙａ-他，多くの二枚貝化石（田代・他.:
1980 a 11））を伴い，本種を産する堂ヶ奈路層Ｂ部層（甲藤・田代；197849））や千葉県銚子の君ケ浜
層，海鹿島層(Hayami and ＯＪ･I; 19j808））の二枚貝化石もほぼこれに一致する．本種は，潮間
帯の浅い海に生息してい･たと思われるが，Ａタイプよりはいくぶん深い所であったと思われる.
　p. (s. s.)ｈｏｈｋａｉｄｏａｎａは，中粒～細粒砂岩から産し，伴う二枚貝化石は, Nagao (1934^'")
やＨＡＹＡＭＩ（196651））による宮古層群や八代層などの種から判断して, p. (s. s.)pocilliかｒmiｓ
Ｂタイプとほぼ同七ような環境であったと思われる.
　p. (s. s.)feofｕjieiiｓiｓは，猪佐古層では，細粒砂岩から，霊山層では，シルト岩から産するが，
伴う二枚貝化石はどちらも, Ｎtt>t>071071ectｅｓ，Ｉｎｏｃｅｒａｍｕs，Ａ?'a. Parりａｍｕ％%iｕｍなどであり，沿
海域の周縁底帯に生息していたと思われる.
　7）leｒｏtｒtｇｏｎｉａ亜属は，ほとんどのものが中粒よりも細かい砂岩から産するが，例外的にp. (s.
s.）ｓakakｕｒaiは極粗粒～粗粒砂岩に観られ，伴う二枚貝化石は, 　Ｎｉｂｂｏｎｉtｒｉｇｏｎｉａ，ヵ牛などであ
り，潮間帯に生息していたと思われる．また，木種は他のPterc力z‘即?α亜属と比べ，大型で殻表
の肋の数が少な＜，その肋は太くて頂上が丸くなるなど，？Ｓｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ亜属の中のＦ.（?S.）
ｙｅｈａｒaiと同じような違いか観られる．
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　　　　　　　　　-　　　　　-
　Ｃ. Ptilotrigonia亜属について　　　　　　　　　／
　Ｆ.（Ｐtil.）ｏｅａｖｕaiは，御所浦層群Ｕｂでは，中粒～粧粒砂岩から産し，（:loｓhbｒai･ａ，Ａれｉｈｏｎンａ，
Ｃｕｃｉぶaea,Glｙｃｙｍｅｒiｓ，“ＬｕｃｉｎｏｍｃＬ’などの二枚貝化石を伴う．また，同層群ｎ ｅ,では，いくぶん
粒の細かい，中粒～細粒砂岩中に観られるが，伴う化石は，同層群Ｕｂのものと変わらない．獅
子島の御所浦層群Ｓ一ｉでは，中粒砂岩から産し，伴う二枚貝ｲﾋ石は，まれであるが，その種類
は，御所浦層群Ｕｂと同じである．これらのものは√ほとんど密集しており，殼は離れている．両
殼が閉じているものは，御所浦層群Ｈｂの上部の中粒砂岩中に散点的に産し，伴う化石は少数では
あるが，上記のものと一致する．本種は，潮間帯付近の浅い海に生息していたと思われる.
　p. (Ptil.')ｄｉｌａｂｓａは, p. (Ptil.)ｏｇａｉＤａｉよりも産する量は少ないが，その産状はほぽ7）.
（Ｐtil）ｏｇａｘｖaiと一致しており，潮間帯付近の浅い海に生息していたと思われる．
　ｐ.　(Ｐtil.）ａｍａｆｅｕｓｅｎsisは,p. cＰtil.) dilapsαよりもさら亡産出がまれであるが，宮ノ原層か
らも産し，生存期間は長くなっている．しかし，その産状や伴う｀二枚貝化石の種類は，戸バ芦の
ｏｇａｗai, p. (ＰtiJ，）dilap％ａと一致しているので，やはり潮ﾀﾞ間帯付近の浅い海に生息していたと
思われる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブ
　私（Ｐtil，）mifｕｎｅれｓisは，獅子島の御所浦層群S―Nでは，中粒～細粒砂岩から産し，そこに
は，ほとんど本種だけか，両殻を閉じた状態で密集している所と, p. c?S.）ｂｕstｕlosａのＢタイ
プや，Ｃｕｃｕｌｌａｅａ，Ａｎthoりα，Ｇｏｓhoｒａｉａ，Ｐｈｏｌａｄｍｙａ，　Ｇりｃｙｎｉｅｒiｓなどの二枚貝化石と伴に産す
る所かおる．宮ノ原層では，中粒砂岩から産し，伴う二枚貝化石は獅子島の御所浦層群Ｓ－Ⅳのも
のと一致する．獅子島の御所浦層群Ｓ－Ｖでは，極細粒砂岩から産し，私（?S.）ｍｏｎｏｈｅａｎａを
伴い，その他の化石は少ないか，種類はほぼ獅子島の御所浦層群ＳニIVのものと一致する．また，
御船層群では，中粒～細粒砂岩中に散点的に観られ1｡　Ｉｎｏｃｅｒａｔｎｕｓ; Ａｎtｈｏｎ：ya,Ｐｅｒiμｏｍａなどの
二枚貝化石を伴う．本種は，時代が進むとともにわずかではあぶ,が，中粒～細粒砂岩から，中粒～
極細粒砂岩へと変っており，それに伴ない生息環境も潮間帯近くの浅い海から潮下帯へと，やや深
い方へと移ったようである．　　　　　　　　　　，／　　ｙ　’･　　　　　　　　　　　　　　＼
　私（'Ｐtil.）ｍａｓhifeensisは，吹越層では，頁岩か,らまれに産するが，第４章の産状で述べたよう
に，スランプ堆積物中のものであるので，生息環境にっいてはこごでは分らない．また，永瀬層中
部では粗粒砂岩から，薄井の御所浦層群では極粗粒砂岩から産するが，これらも前述のごとく，流
れ込んだ可能性か強く生息環境については明らかでない．御船層群のものは，中粒砂岩からほとん
どのものか両殼を閉じた状態で産し，Ａｎｏｍｉａ，Ｓｅｂtifeぺ丿牛などの二枚貝ｲﾋ石を伴っており，そ
の岩相は薄いシルト層をはさむなど，かなり浅いレ潮聞帯のむしろ汽水域に近い所に生息していた
と思われる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．，
　Ｐ｡(Ｐtil,）ｈｉｇｏｅ？ぶｓは, p. (P細丿）Tiiashifeenｓtsと共に，永瀬層中部，薄井の御所浦層群から
産するが，それらから生息環境を知ることは難しい．御船層群では，粗粒砂岩から産し，模式地で
は，木種のみ産し他の二枚貝化石は伴なわない．また見獄I山では, p. (P£il二）≪iashifee7isiｓや大型
のＧｏｉｈｏｒａｉａなどと共に産するので，おそらく木種は潮間帯吃生息していたと思われる．
　戸. (Ptiに）tａｍｕｒaiとp. (Ptiljｕｓｕｔｅｎｓisは／薄井の御所浦層群と獅子島の御所浦層群Ｓ－
Ｖから産し，前者からは，その生息環境は分らない,加後者でば，粗粒砂岩から産し，Ｎｉｂｂｏｎｉtｒi-
ｇｏｎｉｏヽカキなどの二枚貝化石を伴うので，おそらく潮間帯に生息していたと思われる．
　以上をまとめてみると、Ｐ£ｅｒoLｒiｗnila亜属や‘^Scabｒｏtｒigbntａ･亜属は、時代か新しくなるにつ
れ、一般に中粒砂岩から中粒よりも細かい岩相に観られるように心る．　この例外として、Ｐ．（?S.）
ｙｅｈａｒaiとＰ、（sづ．）sakakｕｒai　ｉｆｉあるが、両者には他の種と比べ共通した形態変異がある．一
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方，　Ｆtilotｒｉｇｏｎｉａ亜属は，一般にはUpper Albianからlower Lower Cenomanian くらいまで
は，潮間帯付近の浅い海に生息していたようだが，それよりも時代か進むとさらに浅い方へと向っ
たようである．しかし，瓦（Ｐtti）ｍｉｆｕｎｅれｓiｓは，むしろやや深い方へと移っており，その外形
は，時代とともに横長に,なり，？ＳｃａｈｒｏtＴｉｇｏｎｉａ亜属やＦtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ亜属に近い型になってい
る．生息環境とこれらの三角貝の形態には，かなり深い関係があると思われるが，その点について
は，さらに実験的な研究を通じて明らかにする必要かある．
　　　　　　　　　　　　　　　　６．三角貝各種の生存期間
　各地のプテロトリゴニア類の産状から各種の生存期間について考察した.
　Ａ.?Scabrotrigonia亜属について
　瓦（?S.）ｖｉｏｒｉａｎａの産出は，文城層・荻野層にかぎられ，産出アンモナイト（ＣｈｅＪｏｎｉｃｅｒａs）
から，その時代はLower Aptian とされている．また，文城層から産する瓦（?S.) n. sp.は，
他の地層から知られていないので瓦（?S.) mori‘anaと同じ時代にかぎられると思われる．
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図一12:?Ｓｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ亜属とPtilolrigo・z･α亜属各種の生存期間.
　　　　(Nakan'o, 1958,による熊本県の八代層産のＳｃａｂｒolｒtｇｏｎｉ･a sp.は図示していない)
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　Ｐ.（?S.）ｂｕsはloｓａは，御所浦層群n b , II e ,獅子島の御所浦層群ヽS―1 , S―1にs―w,
宮ノ原層，水窪層，永瀬層下部など広範囲に観られ，西南日本では永瀬層下部のLower Cenoma-
nianまでであるが，北海道三笠地方ではＩｎｏｃｅｒａｒjiｕｓ ｙａｈｅｉZoneにＢタイプのものか認められる
ので，その生存期間はMiddle Cenomanian　までのびると考えられる．また一般.にUppermost
Albianからlower Lower Cenomanian　ではＡタイプ, Lower Cenomanian からMiddle Ceno-
ｍａｎ･ｉａｎではＢタイプとなっている.
　p. (?S.）ｍｏｎｏｈｅａれαの産出は，水窪層･･吹越層に獅子島の御所浦層群S―IV, S ―V,永瀬
層上部で観られ，（?)Iower Lower Cenomanian～Middle Cenomanian までであり, p. (?S.）Ｐｕ-
ｓtｕloｓａよりは，やや遅れて出現し，ほぽ同じ頃に絶滅している.
　p. (?S.）ンｅｈａｒaiは，御所浦層群ｍと獅子猫の御所浦層葬s ― n, s ―wに認められ, Lower
Cenomanian付近にかなりかぎられるようである.
　Ｆ.（?S.）obｓｏｌｅtａは，御所浦層群Ｕｂと獅子島の御所浦層群S―1 , S ―Ⅲに産し，その生存
期間はUppermost Albian～lower Lower Cenomanian とかなりかぎられている･
　瓦（?S.）ｉｍａｎｉｓhiiは，吹越層・ホロソベツ層と獅子島の御所浦層群S－IVに知られLower
Cenomanianにかぎられており, p. (?S.）obsｏＬｅtａより上位から産する．
　瓦（?S.）feofaaンａｓhiiと瓦（?S.）ｌｏｎｇｉｌａｖａについては，今のところ西南日本から報告されて
いないが，北海道三笠地方では，Ｉｎｏｃｅｒａｍｕs ｙａｂｅｉZone に観られ，その時代は, Middle Ceno-
manianである．一方，瓦（?S.) loれgilaｖａは北海道の三笠砂岩層から，また久茲沖では，Iれｏｃｅ-
ｒａｍｕｓｃｏｎｃｅｎtｎｃｕｓｌａｐｏｍｃｕｉ・Ｐ.（Piil.) bre･ｖicｕlaを同所的に産出しているので，その,時代は
おそらく　upper Lower Cenomanian であろう．
　Ｂ. Ptilotrigonia亜属について
　Ｐ.（Ｐtil.）ｏｇａｉｊｕａｉは，宮地層上部，御所浦層群n b, n e,および獅子島の御所浦層群S―1
から知られており, p. (?S.）ｂｕiiｕloｓａや瓦（Ｐtil）ｄｉｌａｐｓａよりはその出現は早く，また，そ
の生存期間は, Upper Albianへこ･lower Lower Cenomanian であると思われる．
　p. (Ptii.:iｍｔｆｕｎｅｎｓiｓは，獅子島の御所浦層群Ｓ－Ⅳ・Ｖ，宮ノ原層，水窪層，御船層群で観
られ，また北海道の三笠砂岩中にも確認できるので，その生存期間はupper Lower Cenomanian
～Middle Cenomanianと思われる．　またp. (PtilJｏｇａｖｕaiと共存することはなく，獅子島で
はＰ。（ア?.）ｏｇａｖｕaiの層より上位から出始める．　そして，この短かい生存期間の中でｏｇａｉｖai
型から宮ノ原型，御船型へと変化している.
　p. (Plit.）ｍｉｙａれｏｈａｒｅｎｓiｓは，今のところ宮ノ原層からのみ知られており，その時代はほぼ
upper Lower Cenomanian と考えられる．
　p. (PHI.') dilcゆｓａは，御所浦層群n b , II e ,獅子島の御所浦層群Ｓ－ｌに観られるか，宮地
層では，確認されておらず，その出現は, p. (Ptl･/.）ｏｇａｔｕaiよりはやや遅く, uppermost AJbian
で，その生存期間lower Lower Cenomanian までと考えられる.
　p. (Pμ･/.）ｍａｓhifeenｓiｓは，吹越層，永瀬層・御船層群から産し，その生存期間は, lower Lo-
wer Cenomanian～Middle Cenomanian　と思われる．また，木種は瓦（Ｐtil.）dilcゆ％ａとは共
存しない．
　p. (Ptl･/.）ｕｓｕｉｅｎｕｓは，薄井の御所浦層群や獅子島の御所浦層群Ｓ－Ｖから知られ，本種の
産出は御所浦の御所浦層群よりも新しく，御船層群よりは古いと思われるので，その生存期間は
upper .Lower Cenomanian～lower Middle Cenomanian と考えられる．
　p. (Ptil.')ａｍａｆｅｕsｅｎstｓは，御所浦層群nb, n e,宮ノ原層から産し，その生存期間はuppe-
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rmost Albian～upper Lower Cenomanian と思われる．また，本種はp. (Ptil.')tａｍｕｒai，Ｐ．
ＣＰtil.）ｈｉｇｏｅｎsisとは共存しない.
　p. (Pi£il.）tａｍｕｒai　とＰ.（Ｐtii.）ｕｓｕieれｓｔsは同じく薄井の御所浦層群や獅子島の御所浦層群
Ｓ－Ｖで知られ，その生存期間は（?) upper Lower Cenomanian～Middle Cenomanian と思われ
る．
　Ｐ｡(Ｐtiに) higo回臨は，薄井の御所浦層群，永瀬層上部，御船層群から知られ，その生存期間
は（?) upper Lower Cenomanian～Middle Cenomar!ian と考えられる．
　Ｃ. Pterotrigonia亜肩について
　p. (s. s.)bocillifoｒｍtｓは，かなり広範囲から産し, Barremianの物部層や八竜山層から，日
比原下部や堂ケ奈路層Ｂ部層や小坂などのAptianまで観られ，一般にNeocomianでＡタイプ，
AptianではＢタイプのようである．　　　　　　　　　　　　　十
　p. (s. s.)ｈｏｌｉｋａｉｄｏａｎａは，西南日本では，八代層，宮地層，鹿児島の出水から産しており，
その生存期間は殆んどAlbianにかぎられるのではないだろうか.
　p. (s. s.)＾ａｈａｈｕｒaiは御所浦層群Ⅲに観られ，また，松本（193817））によれば同層群のＩか
らも産するが，筆者らは確認できなかった．その生存期間はUpper Albian から　Lower Ceno-
manianである.
　p. (s. s.)ａｆｆ. ｙｏｋｏｙａｍａｉは，西南日本では，今のところ熊本め宮地層と大分の佩楯山層群須
久保層の上部から発見したものであるか，模式種は宮古層群平伊賀m (Upper Aptian)から記載
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-
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されている（ＹＥＨＡＲＡ，191552））.　北海道では，浦河地方の様似から筆者らt^, p. (s. s.) aff.
ｙｏｋｏｙａｍａｉ　としたものがでており，その生存期間はUpper Aptian～Albianであると思われる.
　Ｐ。(s. s.)ｄａｉｅｍａｓａｍｕｎｅｉは，かつて佩楯山層からも報告されていたが，それはp. (s. s.)
♪ocilliかｎｎｉｓのまちがいであり（田村,19785））他には西南日本では，木種は認められていない．模
式種は，宮古層群のAlbianから知られている.
　p. Cs. s.)feofｕjienｓisは，霊山層と椿佐古層から産し，どちらもアンモナイトやイノセラムス
から，その時代はMiddle Turonian である．
　以上の事柄をまとめたものか図13である．
　　　　　　　　　　　　　　７．プテロトリゴニア類の系統進化
　生ほ環境・層序・形態の類似点や共通点などから，本邦産のプテロトリゴニア類の系統進化を推
定してみた．
　Ａ. Ptilotrigonia亜属について
　本亜属は, p. (ア）til.）ａｍａｆｅｕsｅｎｓtｓ,p. (Plil.') dl･ｌａｈｓａとp. (Pね･/. ) ogawai･の三系列に大
別できる．
　？.（Plil.）ｎｍｎｆｅｕｓｅれｓtｓの系列には, p. CPtii.)ａｍａｆｅｕsｅｎsis,p. (Plil，）tａｍｕｒai, p. ('Plil.）
ｈｉｇｏｅｎｓｉｓからる．それらの特徴として，外形は丸い三角形をしており, areaは割に広く，その後
端は後方へ突き出しており，殼表の肋には頴粒状の装飾があることであり，種間の差としては，
瓦（'Ｐtii.）ａｍａｆｅｕｓｅｎｓtｓ　とp.(.PtilJ紅即ejisis Iこはescutcheonにさく状の装飾があるが，Ｐ．
（Ｒz‘Z.）tａｍｕｒai　には装飾がないことがあげられる．第５章で述べたように, p. cＰtiL）ａｍａｋｕ-
sensisの生存期間は, upper Lower ’Cenomanian でも前半まででＰ。（Ｐ?.）tａｍｕｒaiやＰ．
び）?.）ｈｉｇｏｅｎsiｓとは同じ層準からは産出しない．おそらく，後の二種はp. (Ｐtil.）ａｍａｋｕsｅｎsｈ
から進化したと思われるか, p. (PtilJtａｍｕｒai, p. (Piii.:)htｇｏｅｎｓi･5はほぽ同層準（薄井の御所
浦層群）から産するので，両者は同一系統線上にあるのではなく，凡（Ｐｔil) amakusensisから，
ある時期に二方向へ枝分れしたと考えられる．また，瓦（Ｐtil.）ａｍａ}ｉｕｓ,ｅれｓiｓは中粒砂岩に観ら
れるがp. (Ptiljtａｍｕｒaiやp. CPtiOｈｉｇｏｅｎｓiｓは粗粒～極粗粒砂岩に観られるので，時代と
ともに浅い所へと移り住んだようである．
　次に, p. (Ｆtil.）ｄｉｌａｂｉａの系列には，瓦（Ｐtil.）ｄｉｌａｐ％ａ, Ｐ .（Ｐtil.) bre･ｖicｕla, p. (Ｐtil，）
ｕｓｕｉｅｎｓts,p. (Pだ/.）■ｍａｓhｔfeenｓiｓがあり，特徴としては，外形は丸く殼表の肋はスムースで太く
かつ直線的であり, escutcheonの装飾は全般に細かく弱いなどがあげられる．第５章で述べたよ
うに, p. (Ｐti･/.) diUゆｓａはlower Cenomanian でも前半（御所浦層群11 e ,獅子島の御所浦層
群Ｓ－Ｉ）までにしか観られず，同じLower Cenomanian から出現しているp. (Pll･Dbre･ｖｅｃｕla
や瓦（Ｐtil，）ｍａshifeensiｓは？.（Ｐtil，）dila♪Ｓａか産する地層よりも上位の，獅子島の御所浦層
群S － HIや伊唐島，薄井の御所浦層群，吹越層などに産する．おそらくp. (PtilJbｒｅｖicｕla，Ｐ.
（Ｐtil .）ｍａｓhifeenｓiｓは, p. (Plii）jz･Ｉａｂｓａから進化したと思われ，これらの生存期間（図13）
から，瓦（Ｐtil，）ａｍａｆｅｕsｅｎｓiｓの系列同様に，ある時期に枝分れしたものと思われる．一方薄井
からのＰ。（Fiil.）ｕＳＭｉｅｎｓiｓも本系列に含まれるので，本系列は３方向に分化したものと思われ
る．また凡（Ｐtti.）ｄｉｌａｂｓａは，中粒～粗粒砂岩に観られるか，他の３種は粗粒～極粗粒砂岩か
ら産し，やはり本系列も時代か新しくなるとともに浅い方へと移っていったようである．
　もうひとつの瓦（Plil，）ｏｇａｖｕai　の系列にはp. (Ptilﾝ)　ｏｇａｘｊｕai,p. (Ｐtil. ) mifuれｅｎｓiｓと
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Ｐ。く:ｐtii.）ｍりａｎｏｈａｒｅｎｓiｓかある．Ｐ．ＣＰtil.）ｏｇａｉｉｊａｉと　p.(Pぶ.）mifｕｎｅｎｉｉ%は同じ地層か
ら産することはなく，獅子島の御所浦層群では，前者はＳ－１から後者はＳ－ⅣとＳ－Ｖから産す
る. p. (Ｐtil.）TTiifｕｎｅｎｓiｓについては，獅子島の御所浦層群Ｓ一気から産するものは，他地域で
産するものと比べ，外形はいくぶん丸みを持ち，殼表のクレニュレーション.が発達しており, p.
（Ｐ£il.）ｏｇａｗａtに近い型をしているが，殻表の肋全体に穎粒状の装飾が弱い点, p. (Ｐｕt.）Ｑ即-
■ｗaiよりは外形か横長である点などから，瓦（Ｐttl，）nitfｕｎｅｎｓtｓの変異と思われる．また，宮ノ
原層のＰ．（Ｐtil. ) mi和孔ｅれｓiｓよりも，時代力紬らに新しい御船層群のＰ.（Plil.）mifｕｎｅれsiｓは
areaがさらに後方に突き出し，殼の外形はより横長になっている．このように本種は，時代とと
もに外形が横長になっていくようである．また，それと同時に，殼頂付近のareaにある肋の数は
減少していく．瓦（ＰttＯ ｍりａｎｏｈａｒｅｎｓiｓは外形から観ると，丸く瓦（Plil.）ｄｉｌａｂｓａの系列に
近いか, areaやescutchenの肋は，数が多く細いがはっきりとしでおり，また，殻表の肋の数は
p. (P£u.-)ｄｉｌａｐｉａ系列のものよりも多いので，木系列にふくめた.　ｐ.　cf^tU.~) miンａｎｏｈａｒｅｎｓiｓ
は, p. CPtilJ miか７１ｅ？ｉｓiｓと同じ地層（宮ノ原層）から産するので，前述の二系列同様，ある時
期に枝分れしたものと考えられる．本系列の生息環境は，第５章で述べたようにＰ。（Ｐtil.）mifｕ-
ｎｅｎｓtｓは本亜属としては，例外的に，わずかではあるか時代とともに深い方へと移っている．そし
て，それにともない外形か変化していき，最も新しいものの外観はＰ。(s. s.)ｙofeoｙａｍｉによく
似ている．このような形態変化と生息環境とは，おそらく深い関係があると思われる．
　これらの３系列を観ると，Ｐtilotｒｉｅｏｎｉａ亜属は（ｺenomanianの前期に多方向へ枝分れしてい
る．　また，これらの祖先は良く判らないが，直接p. (?S.）ｍｏｒｉａｎａから進化した（ＴＡＭＵＲＡ
and Tashiro, 1967"Oのではなく, PieΓotrigonia亜属や?ＳｃａｂＴＯtｒｉｇｏｎｉａ亜属とは，かなり
前から分れていたか，あるいは全く別の祖先に由来したものと思われる．
　本亜属の進化系列をまとめたものが図14である．
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　Ｂ=.?Scabrotrigonia亜属について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．
　ＩＳｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａの中では，確実に関連すると思われる系列としてＮＡＫＡＮＯ（195827））が‘Scabｒｏ
?gり?α’としたＰ。（?S.）obsｏｌｅtａの系列とareaに頴粒状装飾のあるＦ.（?S.) pusぼｏｓａの
系列とかある.
　Ｐ。（?S.）ｂｕｓtｗloｓａの系列は，瓦（?S,）ｂｕｓtｕtｏｓａ　Ａタイプ,･Ｂタイプ，瓦（?S. ) moれｏｂｅａ-
na.　それにおそらく, p. c?S.）ｙｅｈａｒai　と瓦（?S.）ｌｏｎｇｉｌｏＴＪａが属する．この系列の特徴
は, areaに逆Ｖ字型の頼粒状装飾があるか，あるいは殼頂付近にある数本の肋をのぞけば装飾が
消えて無くなっていることと，時代とともにarea　が細く，後方へ突き出してくることがあげら
れる．瓦（?S.）ｂｕｓiｕloｓａでは, Uppermost Albian～lower Lower Cenomanian　までは， area
の広いＡタイプが観られ，それ以後では, areaの狭いＢタイプか観られる．また，Ｂタイプより
もさらにareaが後方へ突き出し, areaの頴粒状の装飾が弱まり逆Ｖ字型か強調されたものが，
瓦（?S.）ｍｏれｏｈｅａｎａと思われる．しかし, p. (?S.）ｂｗｓtｕtｏｓａは三笠地方のMiddle Cenoma-
nianにも観られ，生存期間が重なるので，両者は同一系統線上にのるのではなく，すでにlower
Lower Cenomanian 以前で分枝したと思われる．凡（?S.）ｙｅｈａｒaiとＰ.（?S.）ｌｏｎｍｌｏｖａも，
おそらくこの系列であり，前者はその生息環境を汽水，あるいは潮間帯近くへとったための変異と
思われる．後者は　JlMBO (1894*2')とHayami and KASE （19819））による標本しか知られて
おらず，いずれも表面装飾か不完全なものである．おそらく，瓦（?S.）ｍｏｎｏｈｅａｎａ　に近縁jの種
であることが，その形態の近似から想像できる．本系列の祖先としては，形態上から，Ｐし(s. s.)
bocillifoｒmiｓのＢタイプかあるいは, p. c?S.）■ｍｏｒｉａｎａが考えられる．
　？.（?S.）obｓｏｌｅtａの系列には，瓦（?S.）obｓｏｌｅｉａ, p. (?S.）ｔｍａｎｉshii, p. c?S.）kohaｙａ＾hii
があげられる．いずれもareaが広く, areaには同心円状と逆Ｖ宇型の装飾が観られる．Ｐ。（?Ｓ.）
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ohsｏｌｅtａの産出は，獅子島の御所浦層群では，Ｓ－Ⅲまでであり, S ―IVの上部からは, p. (?S.）
ｉｍａｎｉｓhiiが産する．また，三笠地方では，Ｉｎｏｃｅｒａｍｕｓ＼ｉａｂｅｉZone (Middle Cenomanian)から
Ｐ.（?S.）feobaｙａｓhiiが産し，そこからはp. (?S.）obsｏｉｅはやp. (?S.）ｉｎｉａｎｉshiiは産しな
いので，本系列は同一系統線上にあると思われる．御所浦層群11 bから産するＰ。（?S.）ohsｏｌｅtａ
のareaにある逆Ｖ字型の入りかけた装飾は，殼頂付近とareaの上・下のカリナ近くにわずかに
観られるだけで，その装飾かなければ宮古層群のp. (s. s.)ｄａｌｅｍａｉａｍｕｎｅｉにａｒｅａの上の強
い同心円状細肋が発達する点で，よく似ている．それに比べ獅子島の御所浦層群Ｓ－１のp.(.?S.）
obsｏｌｅ£ａは,areaのかなり後方まで，逆Ｖ字型の入りかけた装飾かあり，殼頂付近では，きれい
な逆Ｖ字型になっている．さらに, p. (?S.）ｉｍａｎｉｓhiiになると, area全面に逆Ｖ字型の装飾か
あり，同心円状の装飾は弱くなる■ p. (?S.）feobｖａｓhｔtになると，これらの逆Ｖ字型や同心円状
の装飾か弱く薄れ，逆Ｖ字型の細肋は波打って見える．また，このととから，本系列の祖先とし
て, p. (s.s.)ｄａtｅｍａ＾ａｍｕれei･か考えられるので, p. (?S.）ｂｕｓはloｓａの系列とは直接関連は
ないようである．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丿．
　C. Pterotrigonin亜属について
　戸．（ｓ．ｓ．）如出町ｏｒｍtｓはNeocmoianのＡタイプ, AptianのＢタイプ，さらにp. (s. s.)
ｈｏｆｅｆｅａｉｄｏａｎａと同一系統線上にあると思われる. p. (s. s.)＾akakｕｒaiは，この線上のある時期
　(Albian)から分枝したものと思われ瓦（?S.）ｙｅｈａｒaiと同様に，潮間帯付近の生息環境に適
応するための変異型とみなせる. p. (s. s.)ｄａtｅｒ>xａｓａｍｕれei,P. Cs. s.)ｙｏｋｏｙａｉｎａｉも，おそら
くAptian　にはすでにその系統線上からはずれていたと思われるがp. (s. s.)ｙｏｋｏｙａｍａｉは，
areaの特徴や肋の数などp. (s. s.)♪ocillifoｒｍ.i％のＢタイプに大変似ている．二方Ｐ。(s. s.)
ｄａtｅｍａｓａ.ｍｕＴＬｅ'iは，肋の数が他のＰｌｅｒｏtｒiｇｏｎｉａ各種よりもやや多く，肋のクレニュレーション
やareaの同心円状肋がよく発達している.
　Middle Turonian に出現するp. (s. s.)feofｕjtｅｎｓiｓは，日本におけるプテロトリゴユア類の
最後の種であるが，本種の亜属の位置については幾分疑問かおる．その理由として①Upper
Albian以降Cenomanianまでの開に，ここでＰtｅｒolｒtｇｏｎtａ亜属として取扱った種か全くでてな
いこと．＊②ＩＳｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａとj）たｒ・trigoniaの違いはareaの装飾の違いだけであり，？Ｓｃａｂｒｏ-
?即品zの一系列はp. (s. s.)pocillifoｒｒiiiｓから，のこるp. (?S.）ohｓｏｌｅｉａの系列は，Ｐ．
（S.S.）ｄａｉｅｍａ^ａｍｕ?'≪?！からそれぞれ平行的に進化した可能性があること．③?ＳｃａｈｒｏtＴｏtｒｉｇｏｎｉａ
の中で遅く出現する程areaの装飾か不明隙になること（Ｐ。（?Ｓ，）hobaｙａｓhii. p. (?S.）ｙｅｈａ-
rai, P. (?S.）ｍｏｎｏｂｅａｎａ，!･）.（?S.）ｌｏｎｇｉｌｏｖａ.）.また,areaが細かく突き出すもの(P. C?S.）
ｂｕil?ｏｓａＢタイプ，Ｐ.（?S.）ｒａｏｎｏｂｅａｎａ, p. (?S.）ｌｏｎｓilcnﾉ４）.殼頂付近の同心円状肋かゆる
くなるもの（Ｐ。（?S.）nh＾ｎｌｐ.la）かおる点など, p. (s. s.) kofui細面ｓの特徴である殻頂付近の
肋がゆるく, areaが細長く突き出し, areaには同心円状の肋以外に装飾かないことなどを考える
と，本種は?Ｓｃａｂｒolｒｉｇｏｎｉａの後期型の形態に似た点が多い．
　Ｄ. ?ScabrotrigoniaとPterotrigoniaの関係
　戸.（?S.）obｓｏｌｅほ系列が, p. (s. s.)ｄａｌｅｍａｉａｍｕｎｅｉトに由来する可能性かあり，一方瓦
（?S.）ｂｗｓtｕloｓａ系列か, P.(s. s.)如心1110ｒmiｓＢタイプと関連する可能性について述べたが，
その結果は，?Ｓｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａとして同じ亜属に加えた両系列か，各々異なったＰtｅｒolｒｉｇｏｎｉａ（S.
＊　但し, p. (s. s.)ｓａ.fe.ａｆｅti.ｒaiはのぞく・
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S.）の種から平行的に進化している可能性が生じてくる. p. (?S. ) morianaは殼表のクレニュレ
ーションの発達が著じるしく，また, areaに出現する傾斜肋は, p. (?S.）oh%ｏｌｅtａや瓦（?S.）
μＳはloｓａとはかなり異なっていて, Ｌｉｎｏｌｒｉｇｏｎｉａに近い．しかし，その成長型では，不完全な
逆Ｖ字型装飾が認められる．したがって, p. (s. s.) po?lifoｒmiｓとＰ，（?S.）ｂｕｓtitloｓａの中
間型の形態とみなせないことはないか，Ｂタイプのp. (s. s.)bocillifoｒmiｓ　とＰ，（?S. ) mo-
ｒｒａ.ｎａは同じLower Aptian に出現しているので, p. (?S.）ｍｏｒｉａｎａは，少なくとも最も初期
に分枝した別系列の?Scabｒｏtｒｉｇｏｎｉａか，あるいは, ｌＡｎｏｔｒｉｅｏｎｉａ・に属する可能性もある．また，
水窪層に出現する£inotri即nia sp.との関連も予想される．
　p. (s. s.)feofｕjienｓiｓは, 　ＩＳｃａｈｒｏtｒｉｇｏｎｉａ　の後期型に表われる特徴が観られることを考えれ
ば，?Ｓｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａの１員と考えた方が良いかもしれない．
　ここで述べた？.（?S.）obｓｏｌｅtａは，従来の報告でぱＳｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ'に，戸.（?S.）ｂｕｓlｕloｓａ
と瓦（?S.）ｍｏｒｉａｎａぱＡｃａｎthotｒｉｇｏｎtａ'にあたるか，３者は各々Ｐtｅｒｏtｒｉｅｏｎｉａ(s. s.)のあ
る種から並行的に分枝していると考えられる．筆者らは，これらを一括して^Ｓｃａｂｒｏtｒｉｌｇｏｎｉａとし
ているか，ヨーロッパの模式的なＳｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎtａとは単にhomologyの１例を示しているのにす
ぎず, Pterotri即?α亜属の後期型としてPterotri即nia (s. S. )のsynonymとして取扱うべき
かもしれない．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　８．お　わ　り　に
　本邦産のPterotrigonia属は，３亜属25種に分類されるか，その中でPterorigonia (s. S. )亜属
の出現が最も早く(Hauterivian : 7）tｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ(s.s.)ｐｏｃｉＵｉｆｏｒｍｉｉ,），その消滅は遅く　Middle
Turonian (P. (s. s.^ ko和雨ｎstｓ）にまで及び，その間６種が認められる．‘!Ｓｃａｂｒｏけｉｇｏｎｉａ亜属
はLower Aptian QP. (?S.) mori‘ana, P. (?S.) sp.)に出現しMiddle Cenomanian （7）.（?S.）
ｂｕｓtｕloｓａ>p. (?S.）feoba-ｙａｓhit）で姿を消す，種数９種か数えられる. Pt向友即?４亜属は，
Albianの後期に出現印.（Ｐtill.）ｏｚａｉＤａｉ）するか，その生存期間は短かくMiddle Cenomanian
（尹.（Ｐtil）htｇｏｅれｓiｓ）で滅び去ったと思われる．また，認められる種は10種に及び，そのうち
凡（Piil）ｈtｇｏｅｎｓiｓをのぞく９種がLower Cenomanian にひしめきあって出現している．
　それぞれの亜属の中での種の間には，地質時代の経過に伴う種の交代や，同一種内での形態上の
変異が認められ，さらに，生息環境の違いによる群集の差異も認められる．一般にＰtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ
(s. s.)およびＩＳｃａｂｒｏtｒｉｓｏｎｉａでは，種間の外形上の変化は少ないか, area上の装飾の変化が
顕著である．また初期（下部白亜系）の種は粗粒な砂岩中に潮間帯あるいは潮間帯近くの浅海成を
示す二枚貝に混って産するが，後期（上部（中部）白亜系）では，細粒砂岩～シルト岩，まれに頁
岩と，公海性の強い浅海生二枚貝やＫｎtoliｕｍ, Partひａｍｕiiiｕｍなどの遠洋生（遊泳性）の二枚貝
やＰｈｏｌａｄｏｔｎｙａ，Ａｃｉｌａ，ＮｕｃｕZa，Ｐｏｒtｌａｎｄｉｌａなどの比較的深い海底に棲む二枚貝などを伴い産出
することが多い．　例外的に粗粒砂岩から産する二種, p. (s. s.)ｓakakｕｒai, p. (?S.）ｙｅｈａｒai
は，殼表の肋が太く，数少なくなり, area上の装飾を欠いている．　その特徴は，外形をのぞけ
ば，むしろＰ tilotｒｉｇｏｎｉａに近い．一方7）?吻'igoniaは外形は一般に丸みの強い前半部と細長く
クチバシ状に突出する後半部を持つことで共通しているか，殻表の肋・細肋の変化に富む．中～粗
粒砂岩中に多く産し，潮間帯あるいは，汽水成に近い環境に多く見出される．その中でやや公海成
の強い種Ｐ｡(Ｐtil .ﾐ）mifｕｎｅｎ％i％は，一般に横長な外形を示し，その点ではＰ leｒｏtｒｉｇｏｎｉａ（S.
s.),?Ｓｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａに似ている．
　本邦では，白亜紀初期に潮間帯，あるいは岩礁性の環境下に出現したＲＥ心rigonia属は, Albi-
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ａｎには初期の形態を残したPterotri即品2 (S. S.)とＩＳｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ　の２亜属と，丸みの強
い肋の少ないＰtilotｒｉｇｏｎｉａ亜属との二つの系列に分枝していて，前者２亜属の大部分の種は，潮
間帯近くの環境から次第に公海性あるいは沖合の浅海底へとその生息環境を移していったと思われ
る．　また後者のＰtilotｒｉｇｏｎｉａ亜属の大部分の種は，潮間帯近くの浅海から汽水に近い生息環境
下に繁栄したようである．例外的に出現する前者の浅海型の種は後者の殼表の装飾形態に近く，ま
た沖合型の後者の種は，前者の外形に似る事は，生息環境の違いにより生じた三角貝類の外形や殻
表の装飾の変化か，この二系列の分枝をうながしたとする考えを，側面的に支持していると思われ
る．
　アンモナイトやイノセラムスによる詳細な層序学的資料を基に，それらと共産する三角貝の産出
層順を再検討し，さらに全三角貝種の産出層順を重ね合せた結果，かなり細かな中期白亜紀の層序
区分が出来る事が判った（図一8,9).この層序区分をもとにして，鹿児島獅子島の御所浦層群
の三角貝を検討すると，従来の本島の層序区分とは大巾な差異が認められた．同様に，大分県の佩
楯山層群では，田中・太田（198121））の最近の研究結果とはかなり矛盾する点も現れた．これらに
ついては，再に詳細な検討か必要である．
　本邦におけるプテロトリゴニア類の系統・進化のモデルを図一14, 15に示した．本邦での三角貝
による層序区分は，三角貝類は一般に地域性の強い二枚貝の一つと思われるので国際的に通用する
層序区分としては疑問かおる．しかし，本モデルは，三角貝類の生息環境の違いによる形態変化の
特性や，三角貝分類に関する１手法としては重要なものであると信じる．
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図版１説明
Fig. 1：Ｐｌｅｒolｒi･gonia(Ｐｌｅｒolｒｉｇｏｎｉａ）pocillih　ｒmiｓ(Yokoyama)(b)
　　左毀×１；日比原層・高知県，物部地方，土居番; Lower Aptian.
Fig. 2:　/）leｒｏtｒｉｇｏｎｉａ（Ｐ£ｅｒｏtｎ･ｅｏｎｉａ）ｂｏｃｉｌｌｉｆｏΓmiｓ（ＹＯＫＯＹＡＭＡ）㈲
　　左毀，毀頂近くのareaの装飾を示す，×１；黒原層・高知県，佐川地方，越知; Lower Aptian.
Fig. 3:　Ｐｌｅｒｏ函ｅｏｎｉａ（Ｐｌｅｒolｒｉｇｏｎｉａ）ｐｏｃｉｌｌｉｆｏｒmiｓ（ＹＯＫＯＹＡＭＡ）（Ｂ）
　　左毀×１；日比原層・高知県，物部地方，土居番; Lower Aptian.
Fig. 4:　Ｐｌｅｒoiｒｉｅｏｎｉａ（Ｐtｅｒｏ£ｒｉｇｏｎｉａ）ｐｏｃｄｌｉｆｏｎｎｉ･∫（ＹＯＫＯＹＡＭＡ）㈲
　　左毀×１；物部層・高知県，領石地方，笠ノ川･ Barremian.
Fig. 5:　ＰｌｅＴＯｉｒｉｇｏｎｉａ（ＰＵｆｒnlｒi･ｇｏｎｉａ）pocilliかｒｍｈ（ＹＯＫＯＹＡＭＡ）㈲
　　左毀（KSG 3324),×1；佩楯山層・大分県，海部郡，隔楯山; Lower Barremian
Fig. 6:　Ｐ£ｅｒolｒｉｅｏｎｉａ（Ｐleｒolｒｉｇｏｎｉａ）ａ「T.yokoyamai (YEHARA)
　　左毀（KSG 3313),×1；乳呑川層群・北海道，浦河地方，様似；?Albian.
Fig. 7：　Ｐｌｅｒｏtｒｉｍｎｉａ（Ｐ£ｅｒｏ£ｒｉｇｏｎｉａ）hofefeai･ｄｏａｎａ（ＹＥＨＡＲＡ）･
　　左毀(KSG 3332),×1；八代層・熊本県，八代地方，猫谷; upper Lower Albian.
Fig. 8:　/）tｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａipl..･ｅｒolｒｉｇｏれtａ）ｓakakｕｒai（ＹＥＨＡＲＡ）
　　左毀（KSG 3309),×0.7 ;御所浦層群・熊本県，天草御所浦島，唐木崎; Lower Cenomanian.
Fig.　9 : Ｐｌｅｒｏ£ｒｉｇｏｎｉａ　(Ｐｌｅｒolｒｉｇｎｎｉａ）ａ『.たφりiensisTamuRA
　　右毀（KSG 3322),×1；猪佐古層・高知県，物部地方，格佐古; Middle Turonian.
Fig. 10:　/）leｒｏけｉｇｏｎｉａ（!Scabｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）kobaｙaihi（ＮＡＫＡＮＱ）
　　右毀(KSG 3328),×0.9 ;三笠層・北海道，幾春別，桂沢ダム; Middle Cenomanian.
Fig. 11:　Ｐtｅｒｏ£ｒｉｇｏｎｉ･α（Ｐ£t･lolｒｉｇｏｎｉａ)bre'りｉｃｉｄｎ.（ＹＥＨＡＲＡ）
　　左毀（!GPS 4329 Holotype by Yehara),×1；三笠層・北海道，弓張地方；?Lower Ceno-
　　manian.
Fig.　12 :　Pl＊ｒｏtｒｉｌｇｏｎｉａ（Plilolｒｉｇｏｎｉａ）bｒｅｖｉｃｉｄｎ（ＹＥＨＡＲＡ）
　　右殼（KSG 3258),×1；御所浦層群・鹿児島見．獅子島．柏栗; middle Lower Cenomanian.
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図版２説明
　Fig.　1 :　Ｐｌｅｒｎｌｎ･ｅｏｎｉ･α（tScabｒolｒｉｇｏｎｉａ）ｙｅｈａｒａｉNakanoet NUMANO
　　　左殼(KSG 3307),×1，斜め上方からの写真；御所浦層群・鹿児島県，獅子島，幣串; middle
　　　Lower Cenomanian.
　Fig. 2:　Ｐ tｅｒolｒｉｇｏｎｉａ（Ｐtilolｒｉｇｏｎｉａ）tａｎｕｉｒａｘTashiroet Matsuda
　　　右殼（KSG 3315),×1；御所浦層群・鹿児島県，獅子島，湯ノロ; upper Lower Cenomanian.
Fig. 3:　Ｐ£ｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ（Ｐtiiotｒｉｇｏｎｉａ）/ｕ･ｇｏｅｎｓtｓ（ＴＡＭＵＲＡet ＴＡＳＨＩＲＯ）
　　　右殼（KE 1724),×1；御船層群・熊本県，下益城郡，曲野; Middle Cenomanian.
Fig. 4:　Ｐｌｅ.ＴＯtｒilgOれl･α（ＰｌｉｌｏｌＴｉｇｏｎｉａ)　dilat＞ｓａ(Yej-!ＡＲＡ）
　　　左殼（KSG 3257)×1；御所浦層群・熊本県，御所浦島，江ノロ; uppermost Albian.
Fig. 5:Ｐｌｐｒｏtｒｉｌｇｏｎtａ（Ｐね･lotｒｉｇＯ７１１ａ）ｔiSｕｉＲｎｓtｓTashiroet Matsuda
　　　左殼（KSG 3295),×1；“御所浦層群”・鹿児島県，長齢，薄井；?Middle Cenomanian.
Fig. 6:　Pterりzｒなり?ａ（Plilolｒｉｇｏｎｉａ)arnakusensis Tashiro et Matsuda
　　　右殼（KSG 3261),×1；御所浦属群・熊本県，御所浦島，唐木崎; lower l･ower Cenomanian.
Fig. 7:　Ｐ£ｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ（Plilolｒｉｇｏｎｉａ）ｏｇａｉｔiaｔ（Ｙ耳ＨＡＲＡ）
　　　左殼（KSG 3246),×1；御所浦層群・鹿児島県，獅子島，カタソバ; lower Lower Cenoma-
　　　nian.
Fig. 8:　Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ（Plilolｒｉｅｏれia）miｙａｎｏｈａｒｅｎｓi･∫Tashiroet Matsuda
　　　右段（KSG 3289),×1；宮ノ原層・高知県，佐川地方，宮ノ原; upper Lower Cenomanian.
Fig. 9:　Ｐ£ｅｒolｒｉｍｎｉａ（Ｐ£ilolｒｉｇｏｎｉａ.）ｍａｓhifeensiｓ（ＴＡＭＵＲＡet ＴＡＳＨＩＲＯ）
　　　右殼（KSG 3264),×1；御船層群・熊本県，下益城郡，曲野; Middle Cenomanian.
Fig. 10 :　Ｐleｒolｒｉｇｏｎｉａ（IScabｒolｒｉｉｏｎｉａ）仰山ｄｏｓａ，（ＮＡＧＡＯ）（Ｂ）
　　両殼（KSG 3320),×1；御所浦層群・鹿児島県，獅子島，柏栗; middle Lower Cenomanian.
Fig. 11:　Ｐ tｅｒolｒｉｇｏｎｉａ（?Ｓｃａｂｒｏtｒtｇｏｎｉａ）ｒｎｏｒiaれa(YEHARA)
　　右殼（KSG 3221),×1；荻野層・高知県，物部地方，荻野; Lower Aptian.
Fig. 12 :　PLer。?即?α（‘ＩＳｃａｂｒolｒｉｇｏｎｉａ）ｎｎａ-nilｓKi･,･(Nakano)
　　左殼（KSG 3181),×1；吹越層・高知県，物部地方，永瀬ダム；?lower Lower Cenomanian.
Fig. 13 :　Ｐ£ｅｒｏｌｎｇｏｎｉａ（/）tilolｒｉｇｏｎｉａ）mifitｎｅれSIls（ＴＡＭＵＲＡet Tashiro)
　　左殼（KSG 3269),×1；斜め上方からの写真；宮ノ原層・高知県，佐川地方，宮ノ原；?upper
　　Lower Cenomanian.
Fig. 14 :　Ｐleｒoiｒｉｇｏｎｉａ（ＩＳｃａｂｒolｒｉｇｏｎｉａ）f>ｕｓl≪ioｓａCNagao)(a)
　　右殼（KSG 3231),×1；御所浦層群・熊本県，御所浦島，江ノロ; uppei･mosl Albian.
Fig. 15:　Ｐ£ｅｒolｒiｓｏｎｉａ（?Ｓｃａｂｒolｒｉｇｏｎｉａ）ｍｏｎｏｂｅａｎａTashiro et KOZAl
　　左殼(KSG3180),×1；吹越層・高知県，物部地方，永瀬ダム；?lower Lower Cenomanian.
Fig. 16:　Ｐｌｅｒolｒｉｇｏｎｉａ（Ｐ11101ｒｉｇｏｎｉａ)mifuれｅｎｕ･５【Tamura et Tash】ＲＯ）
　　右殼(K.SG 3319), X 1 ;御所浦層群・鹿児島県，獅子島，幣串; middle Lower Cenomanian.
Ｆｉｇ.＼1；　Ｐｌｅｒolｒｉｇｏｎｉａ（?Ｓｃａｂｒolｒｉｇｏｎｉａ）obｓｏｌｅ.tａ（ＮＡＫＡＮＯ）
　　右殼（KSG 3301),×1；御所浦層群・鹿児島県，獅子島，幣串; lower Lower Cenomanian.
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